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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
を
管
理
す
る
同
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
事
務
所
に
、
国
内
外

の
観
光
客
な
ど
か
ら
﹁
マ
リ
フ

ァ
ナ
の
臭
い
が
立
ち
込
め
て
気

持
ち
悪
い
。
歩
く
だ
け
で
ど
こ

で
も
臭
っ
て
く
る
﹂
と
の
苦
情

が
殺
到
し
、
こ
の
ほ
ど
﹁
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
喫
煙
を
禁
止
す

る
﹂
と
書
い
た
立
て
看
板
を
立

て
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は

２
０
２
１
年
春
に
娯
楽
用
大
麻

の
使
用
を
合
法
化
し
、
規
制
さ

れ
た
娯
楽
用
販
売
も
１
月
24
日

か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
し

か
し
Ｎ
Ｙ
州
は
昨
年
10
月
に
全

て
の
州
立
公
園
や
公
共
の
野
外

ス
ペ
ー
ス
で
大
麻
や
た
ば
こ
を

吸
う
こ
と
を
違
法
と
し
、
自
治

体
が
違
反
１
回
に
つ
き
50
ド
ル

の
切
符
を
切
る
こ
と
を
決
め

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
留
ま
ら
ず
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
繁
華
街
を
中

心
に
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
臭
い
が
立

ち
込
め
、
歩
い
て
い
る
だ
け
で

間
接
喫
煙
し
て
頭
が
ク
ラ
ク
ラ

す
る
な
ど
の
苦
情
が
相
次
い

だ
。　
　

︵
５
面
に
関
連
記
事
︶

大麻喫煙
お断り

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
禁
止
看
板

﹁
臭
う
！
﹂
観
光
客
の
苦
情
殺
到

　

 

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人

学
校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
及
び

同
フ
ラ
ン
ス
人
学
校
の
理
事

長
を
務
め
る
園
田
明
淑
医
師
が

９
日
、
Ｎ
Ｙ
フ
ラ
ン
ス
領
事
館

に
お
い
て
レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル

勲
章
を
授
与
さ
れ
た
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
よ
っ
て

１
８
０
２
年
に
創
設
さ
れ
た
こ

の
勲
章
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
同
国
に
貢
献
し
た
人
物
に
与

え
ら
れ
る
栄
誉
あ
る
賞
と
し
て

広
く
知
ら
れ
る
。
１
９
６
４
年

に
創
立
さ
れ
た
リ
セ
・
ケ
ネ
デ

ィ
国
際
学
校
は
、
１
９
８
５
年

に
故
園
田
幸
司
博
士
が
経
営
権

を
取
得
し
た
後
、
日
本
人
学
校

が
併
設
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
と

フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
日
本
と
の

文
化
交
流
の
発
展
に
、
同
校

が
長
年
寄
与
し
た
こ
と
に
対

し
、
同
館
の
ロ
ベ
ー
ル
総
領
事

か
ら
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
後
、
厳
か
な
空
気
が
漂
う
な

か
勲
章
が
園
田
医
師
に
授
与
さ

れ
る
と
、
会
場
は
出
席
者
た
ち

か
ら
の
大
き
な
拍
手
で
包
ま
れ

た
。
産
婦
人
科
医
と
し
て
多
数

の
子
ど
も
た
ち
を
と
り
上
げ
る

一
方
、夫
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、

両
校
の
運
営
を
続
け
て
き
た
園

田
医
師
は
、
栄
え
あ
る
受
賞
の

日
に
自
身
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
学

校
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
児
童

生
徒
、
保
護
者
、
さ
ら
に
職
員

な
ど
の
関
係
者
に
心
か
ら
の
感

謝
の
意
を
示
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
お
い
て
、
い
ま
な
お
日

仏
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら

厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
る
同
校

の
歴
史
に
あ
っ
て
、
新
た
な
ペ

ー
ジ
が
刻
ま
れ
る
一
日
と
な
っ

た
＝
写
真
・
同
校
提
供
＝
。

　

レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
は

ま
た
連
隊
、
教
育
機
関
、
共
同

体
、
企
業
︵
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
な

ど
︶、
結
社
︵
フ
ラ
ン
ス
赤
十

字
社
︵
フ
ラ
ン
ス
語
版
︶︶
な

ど
に
も
授
与
さ
れ
る
。

　

高
等
教
育
機
関
と
し
て
は
パ

リ
国
立
高
等
鉱
業
学
校
、
サ
ン

テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
国
立
高
等
鉱
業

学
校
、
エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ

ル
・
パ
リ
、
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ

テ
ク
ニ
ー
ク
、
パ
リ
国
立
工
芸

学
校
︵
現
在
のParisT

ech

︶、

ド
ゥ
エ
ー
高
等
工
業
学
校
︵
フ

ラ
ン
ス
語
版
︶、
フ
ラ
ン
ス
国

立
古
文
書
学
校
、
ナ
ン
シ
ー
大

学
︵
現
・
ロ
レ
ー
ヌ
大
学
︶
な

ど
、
中
等
教
育
機
関
と
し
て
は

ブ
ー
ル
＝
カ
ン
＝
ブ
レ
ス
の
リ

セ
・
ラ
ラ
ン
ド 

エ
ク
ス
＝
ア

ン
＝
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
軍
事
リ

セ
、
ラ
・
フ
レ
ー
シ
ュ
の
国
立

軍
事
幼
年
学
校
︵
フ
ラ
ン
ス
語

版
︶
な
ど
が
受
章
し
て
い
る
。

︵
11
面
Ｎ
Ｙ
生
活
ウ
ー
マ
ン
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
︶

レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
授
与

フ
ラ
ン
ス
政
府

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
と
フ
ラ
ン
ス
人
学
校
理
事
長

医
師
の
園
田
明
淑
さ
ん
に

あ
ら
ゆ
る
喫
煙
を
禁
止
す
る
と
書
か
れ
た
立
て
看
板
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
45
丁
目
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶
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～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
!!
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
宮
城

県
出
身
の
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
堀
江
貴
氏
︵
51
︶
が
監
督

し
た
映
画
﹁
最
後
の
乗
客
﹂
の

完
成
記
念
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
18
日
︵
土
︶
午

後
６
時
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス

︵
パ
ー
ク
街
58
番
地
／
37
丁
目

と
38
丁
目
の
間
︶
で
開
催
さ

れ
る
︵
主
催
・C

A
T

C
H

 U
S 

P
E

R
F

O
R

M
IN

G
 A

R
T

S 

、

後
援
・
Ｎ
Ｙ
宮
城
県
人
会
、
お

む
す
び
権
兵
衛
︶。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目

の
２
０
２
１
年
３
月
の
公
開
を

目
指
し
て
制
作
を
進
め
て
き
た

同
作
品
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
で
は
な
く
、
親
子
の
関
係
が

震
災
で
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ド

ラ
マ
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
。
と
あ
る
東

北
の
小
さ
な
駅
の
ロ
ー
タ
リ

ー
。
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の

遠
藤
は
受
験
で
東
京
へ
行
っ
た

き
り
音
信
不
通
の
娘
み
ず
き
の

帰
り
を
待
っ
て
い
る
。
遠
藤
は

娘
と
喧
嘩
別
れ
し
た
き
り
一
度

も
会
っ
て
い
な
い
の
だ
。
そ
ん

な
あ
る
日
、
幽
霊
が
で
る
と
噂

の
沿
岸
道
路
で
一
人
の
謎
の
女

性
客
を
乗
せ
る
。
女
は
﹁
浜
町

ま
で
﹂
と
告
げ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
途
中
、
同
じ
く
﹁
浜
町
﹂

へ
行
き
た
い
と
い
う
親
子
も
同

乗
し
、４
人
は
浜
町
を
目
指
す
。

　

出
演
は
、娘
役
に
岩
田
華
怜
。

宮
城
県
出
身
の
俳
優
。
元
Ａ
Ｋ

Ｂ
48
、
み
や
ぎ
絆
大
使
が
台
本

を
読
ん
で
快
く
出
演
を
快
諾
し

て
く
れ
た
。
ホ
リ
プ
ロ
で
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
で
き
た
の
は
堀

江
監
督
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻

る
日
の
午
前
中
だ
っ
た
。
父
親

役
は
宮
城
県
出
身
の
俳
優
、
冨

家
規
政
。
83
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

レ
ビ
小
説
﹁
お
し
ん
﹂
で
デ
ビ

ュ
ー
。
以
来
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

を
中
心
に
映
画
、
舞
台
、
Ｃ
Ｍ

な
ど
で
活
躍
す
る
ベ
テ
ラ
ン

だ
。
撮
影
は
宮
城
県
出
身
の

佐
々
木
靖
之
。
昨
年
﹁
ド
ラ
イ

ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
﹂
で
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
濱
口
竜
介

監
督
の
震
災
の
記
録
映
像
を
ア

ー
カ
イ
ブ
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
作
品
﹁
東
北
記
録
映
画
三

部
作
﹂、﹁
寝
て
も
覚
め
て
も
﹂

を
撮
影
し
た
実
力
派
で
、
い
ず

れ
も
宮
城
県
出
身
者
で
出
演
、

ス
タ
ッ
フ
を
固
め
て
い
る
。

　

苦
労
し
た
の
は
、
や
は
り
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
撮
影
延
期
だ
っ

た
。﹁
映
画
作
り
と
い
う
の
は

本
当
に
一
期
一
会
な
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
決

め
ら
れ
た
撮
影
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
で
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
、

カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
が
総
力
を
あ

げ
て
一
気
に
作
る
わ
け
で
、
今

回
だ
め
で
ま
た
来
年
や
り
ま
す

と
言
っ
て
も
無
理
な
ん
で
す
。

２
０
２
０
年
３
月
下
旬
か
ら
の

撮
影
直
前
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓

延
防
止
条
例
が
発
令
さ
れ
、
撮

影
が
延
期
に
。
２
０
２
１
年
11

月
19
日
、
万
全
の
対
策
を
と
り

な
が
ら
撮
影
を
ス
タ
ー
ト
。
奇

跡
的
に
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
揃
い

寒
風
が
吹
く
中
、
多
く
の
人
々

か
ら
の
協
力
と
支
援
を
得
て
、

撮
影
は
11
月
25
日
に
ク
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
し
た
。

　

﹁
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
、
12

年
の
年
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
そ
の
間
に
は
悲
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の

人
々
の
心
に
も
一
条
の
光
が
射

す
こ
と
が
あ
っ
た
と
信
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
映
画
﹃
最
後
の
乗

客
﹄
は
、
過
去
を
乗
り
越
え
、

未
来
へ
導
く
光
を
力
強
く
描
い

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
に
観
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
﹂
と
堀

江
監
督
は
笑
顔
を
見
せ

た
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写

真
も
︶

◇

　

映

画
﹁

最

後

の

乗

客
﹂
完
成
記
念
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
＝
東
日
本
大

震
災

10
年
メ
モ
リ
ア

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

18
日
︵
土
︶
午
後
５
時

半
開
場
。
寄
付
は
30
ド

ル
か
ら
。
参
加
申
し
込

み
は
下
記
の
リ
ン
ク
か

ら
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ

ー

ル
、contact@

m
arcreation

.com
 　

河
野
さ
ん
。

東
日
本
大
震
災
縦
軸
に
父
娘
描
く

プロフィール：ほりえ・たかし：
1971 年生まれ、宮城県仙台市出
身。ニューヨーク在住映像ディレ
クター。1995 年、南カリフォルニ
ア大学映画学科を卒業後、2016 年
に制作した大江千里のミュージッ
クビデオ「Tiny Snow」がニュー
ヨークジャズフィルムフェスティ
バルで最優秀ミュージックビデオ
賞とジャズゴールデンタイム賞を
ダブル受賞。プロモーションビデ
オ、ミュージックビデオなど多数
手がける。2017 年には、自主制
作短編映画「Ordinary Days」がサ
ンタモニカの The Artemis Women 
in Action Film Festival と東の登竜
門といわれるペンシルバニア New 
Hope Film Festival で短編フィク
ション部門で上映された。

18
日
に
映
画
完
成

披
露
イ
ベ
ン
ト

[ 申込先 ] https://www.eventbrite.com/e/10-tickets-530700077217

映像ディレクター

堀江貴さん

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
https://www.eventbrite.com/e/10-tickets-530700077217
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北
海
道
美
深
町
で
10
頭
の
羊

と
暮
ら
し
な
が
ら
、
草
木
染
め

で
フ
ェ
ル
ト
服
を
作
っ
て
い
る

逸
見
吏
佳
︵
へ
ん
み
・
り
か
︶

さ
ん
が
12
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
羊

毛
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ラ
ン
ウ
エ

ー
で
披
露
し
た
。
こ
の
日
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル
シ
ー
地

区
26
丁
目
の
会
場
と
な
っ
た
ハ

ド
ソ
ン
川
を
臨
む
14
階
の
カ
ノ

エ
・
ス
タ
ジ
オ
は
、
昼
前
か
ら

熱
気
に
あ
ふ
れ
る
盛
況
で
、
大

勢
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
や
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
詰

め
か
け
た
。
そ
し
て
観
衆
の
見

守
る
中
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で

逸
見
さ
ん
の
作
品
を
纏
っ
た
モ

デ
ル
た
ち
が
颯
爽
と
ラ
ン
ウ
エ

ー
を
歩
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
注
目

を
集
め
た
。
札
幌
市
出
身
の
逸

見
さ
ん
が
羊
の
い
る
風
景
に
憧

れ
、
２
０
０
４
年
に
美
深
町
に

移
住
し
て
現
在
は
牧
場
で
羊
を

家
族
と
共
に
飼
い
な
が
ら
羊
毛

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
手
が
け
る
。

　

昨
年
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
参
加
後
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
主
催
者
か
ら
案
内

の
メ
ー
ル
が
届
き
、
興
味
を
持

っ
て
今
回
の
参
加
と
な
っ
た
。

﹁
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
は
真
逆

の
世
界
一
の
都
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
、
シ
ョ
ー
を
し
て
、
大
勢

の
笑
顔
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、

な
ん
と
い
う
か
、
共
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
﹂
と
シ
ョ

ー
の
後
、
興
奮
気
味
に
逸
見
さ

ん
は
話
し
て
い
た
。
薄
い
生
地

に
羊
毛
を
載
せ
る
布
フ
ェ
ル
ト

で
、
縫
製
す
る
こ
と
な
く
無
駄

な
く
作
り
あ
げ
る
洋
服
作
り
を

発
案
。
身
近
な
植
物
で
草
木
染

め
す
る
な
ど
、
周
囲
の
環
境
に

調
和
し
た
も
の
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。コ
ン
セ
プ
ト
は﹁
生

き
て
い
る
服
﹂。
そ
こ
に
は
命

と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
愛

が
溢
れ
る
服
を
作
り
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
ロ
ン
グ
コ
ー

ト
や
シ
ョ
ー
ル
カ
ラ
ー
は
、
縫

い
目
が
な
く
、
一
体
化
し
て
い

る
ウ
エ
ア
で
、﹁
見
た
目
の
良

さ
だ
け
で
は
な
く
羽
織
っ
た
時

の
心
地
よ
さ
が
あ
り
ま
す
﹂
と

い
う
。
ブ
ラ
ン
ド
名
は
﹁
粗
清

草
堂
﹂(soseisodo)

。
８
作

品
の
シ
ョ
ー
は
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
天
然
素

材
を
使
っ
た
手
作
り
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
ロ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
を
魅

了
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

羊
毛
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
魅
了

北海道美深町で
羊と暮らし創作

逸見さん手応え

Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

活
躍
す
る
日
本
女
性
た
ち

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ

イ
ー
ク
が
10
日
か
ら
15
日
ま
で
市
内
各
所

で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
、
ラ
カ
ン
・
ス
ミ

ス
、
ア
ル
ツ
ザ
ラ
、
ビ
ビ
ア
ン
・
タ
ム
な

ど
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
７
つ

の
ラ
ン
ウ
エ
ー
の
ネ
イ
ル
を
担
当
し
た
の

が
、
名
取
由
稀
江
さ
ん
率
い
る
Ｙ
Ｎ
Ｎ
Ｙ

︵Y
U

K
IE

 N
A

T
O

R
I N

E
W

 Y
O

R
K

︶

の
ネ
イ
リ
ス
ト
た
ち
８
人
。

　

13
日
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
56

階
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た

ラ
カ
ン
・
ス
ミ
ス
の
シ
ョ
ー
に
登
場
す
る

モ
デ
ル
35
人
の
ネ
イ
ル
を
手
際
良
く
つ
け

て
い
く
。
あ
ら
か
じ
め
サ
ロ
ン
で
用
意

し
た
つ
け
爪
だ
。﹁
あ
な
た
と
て
も
指

が
美
し
い
わ
。
写
真
撮
ら
せ
て
﹂﹁
あ

あ
い
い
よ
﹂
と
モ
デ
ル
と
の
会
話
も
弾

む
。
名
取
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
春
と
夏
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
15
年
間
も

有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
ご
指
名
に
応

え
て
い
る
。
日
本
の
ネ
イ
ル
学
校
を
経

営
す
る
の
と
同
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
で
は
ス
キ
ン
・
デ
ィ
ー
プ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
と

い
う
美
容
皮
膚
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
開
業
し

て
お
り
、
日
米
の
女
性
た
ち
を
美
し
く

す
る
こ
と
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
だ
。

ネイルなら名取さんご指名

https://aantcinc.com/
tel:2019438003
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://kiku-ny.com
https://www.hondag.com
http://kkobo.com/
https://japanvillage.com/
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ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道

︵
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
︶
の
グ
ラ
ン
ド
・

セ
ン
ト
ラ
ル
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
駅

が
2
月
27
日
に
全
面
開
通
す

る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
東
側
地

下
に
あ
る
71
万
４
０
０
０
平
方

フ
ィ
ー
ト
の
新
し
い
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
、
先
月
の
開
通
後
、
コ
ン

コ
ー
ス
か
ら
地
下
17
階
の
ホ
ー

ム
に
向
か
う
市
内
最
長
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

故
障
す
る
事
態
が
発
生
し
た
た

め
、
現
在
は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ジ

ャ
マ
イ
カ
を
往
復
す
る
シ
ャ
ト

ル
サ
ー
ビ
ス
の
み
を
運
行
し
て

い
る
。
全
面
運
行
後
は
Ｌ
Ｉ
Ｒ

Ｒ
の
乗
車
定
員
は
従
来
よ
り
も

40
％
以
上
増
え
、
通
勤
時
間
を

最
大
40
分
短
縮
す
る
と
い
う
。

同
駅
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
の
運

行
エ
リ
ア
は
1
日
２
７
１
本
増

加
し
、
朝
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
行

き
と
夕
方
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
行
き
だ
け
で
な
く
、
都
市
に

住
み
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
働

く
逆
方
向
の
通
勤
者
も
増
加
傾

向
に
あ
る
た
め
、
運
行
本
数
が

増
加
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
最
終
的
に
１
１
６
億
ド
ル

と
い
う
、
米
国
史
上
最
も
高
額

な
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

1
つ
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
か
ら

全
面
運
行
開
始

27日

　

都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

７
日
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
︵
コ
ニ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド-

ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ

ル
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
と
バ
ー
ク

レ
ー
ズ
・
セ
ン
タ
ー
駅
︶
と
ブ

ロ
ン
ク
ス
︵
１
６
１
丁
目-

ヤ

ン
キ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
︶
の
３

駅
に
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
・

セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
た
。 

　

こ
れ
ま
で
期
限
切
れ
の
メ
ト

ロ
カ
ー
ド
の
交
換
や
返
金
、
割

引
運
賃
の
申
請
は
、
ス
ト
ー

ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
Ｍ
Ｔ
Ａ
本

部
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
同
局
ジ
ャ
ノ
・
リ
ー

バ
ー
会
長
兼
最
高
経
営
責
任
者

は
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
・
ア
ベ
ニ

ュ
ー
駅
の
新
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー

ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
で
の
開
所
式

で
﹁
単
純
な
手
続
き
の
た
め
に
、

ブ
ロ
ン
ク
ス
北
部
や
ク
イ
ー
ン

ズ
東
部
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ス

タ
テ
ン
島
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
遠
出

し
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
は
、
ま
っ
た
く
理
に
か
な

っ
て
い
な
か
っ
た
﹂
と
話
し
た
。

同
局
に
よ
る
と
、
今
年
末
ま
で

に
12
か
所
、
最
終
的
に
同
セ
ン

タ
ー
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
ブ
ロ

ン
ク
ス
、
ク
イ
ー
ン
ズ
は
各
３

か
所
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
５
か
所
、

ス
タ
テ
ン
島
１
か
所
で
運
営
。 

　

同
セ
ン
タ
ー
増
設
は
利
用
者

の
利
便
性
向
上
の
計
画
の
一
環

で
、
損
傷
し
た
メ
ト
ロ
カ
ー
ド

の
交
換
や
現
金
取
引
を
対
面
で

行
っ
て
い
た
改
札
窓
口
作
業
も

徐
々
に
自
動
販
売
機
に
交
換
さ

れ
始
め
て
い
る
。
新
カ
ス
タ
マ

ー
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
は
そ

の
ほ
か
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
口
座
の
開
設

サ
ポ
ー
ト
も
行
う
が
、
リ
ー
バ

ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
﹁
気
軽
に
地
下
鉄

利
用
に
関
す
る
不
満
を
伝
え
ら

れ
る
場
所
で
も
あ
る
﹂
と
し
、

ま
た
改
札
窓
口
か
ら
駅
巡
回
に

移
動
し
た
駅
員
た
ち
の
業
務
に

つ
い
て
﹁
厚
い
ガ
ラ
ス
に
囲
ま

れ
た
ブ
ー
ス
か
ら
出
て
利
用
者

と
交
わ
る
、
す
べ
て
は
人
々
の

サ
ポ
ー
ト
の
た
め
。
そ
し
て
バ

ス
や
地
下
鉄
運
賃
半
額
や
補
助

交
通
機
関
の
利
用
を
含
む
、
フ

ェ
ア
・
フ
ェ
ア
ー
ズ
・
サ
ー
ビ

ス
の
受
理
を
最
も
必
要
と
し
て

い
る
人
た
ち
に
促
す
こ
と
も
Ｍ

Ｔ
Ａ
が
目
指
す
ゴ
ー
ル
の
ひ
と

つ
だ
﹂
と
話
し
て
い
る
。

　

ほ
く
ほ
く
会
主
催
の
第
12
回

３
・
11
追
悼
式
が
３
月
５
日

︵
日
︶
午
後
１
時
か
ら
、
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
館
︵
西
45
丁
目
49
番

地
５
階
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
ほ

く
ほ
く
会
は
Ｎ
Ｙ
及
び
近
郊
に

暮
ら
す
東
北
６
県
と
北
海
道
出

身
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

追
悼
式
は
２
０
１
１
年
の
震
災

直
後
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で

各
県
が
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
県
と
な

り
、
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
の
意
を

表
し
、
災
害
風
化
の
防
止
、
故

郷
の
現
状
理
解
を
深
め
る
た
め

毎
年
開
催
し
て
い
る
。
13
回
忌

と
な
る
今
年
度
の
幹
事
県
は
岩

手
と
山
形
。

　

式
典
は
２
部
構
成
。
第
１
部

は
坂
本
徹
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領

事
館
・
領
事
部
長
と
兵
庫
県
人

会
・
藤
崎
仁
美
副
会
長
の
挨
拶
、

岩
手
・
宮
城
・
福
島
か
ら
の
ふ

る
さ
と
便
り
、
読
経
と
黙
祷
。

第
２
部
で
は
ほ
く
ほ
く
会
ゆ
か

り
の
合
唱
団
﹁
Ｊ
Ｃ
Ｈ
・
と
も
﹂

の
歌
、
ほ
く
ほ
く
会
ゆ
か
り
の

﹁
民
舞
座
﹂
が
東
北
の
踊
り
を

披
露
し
、
そ
の
後
懇
親
会
が
行

わ
れ
る
。
入
場
無
料
。
誰
で
も

参
加
可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
９
１
７
・
８
４
６
・
５
８
８
３

︵
竹
田
さ
ん
︶
ま
で
電
話
か
テ

キ
ス
ト
に
て
。

東
日
本
大
震
災
追
悼
式

ほ
く
ほ
く
会
が
３
月
５
日
に

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
6
日
、
市
職
員
の
96
％

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
市

職
員
に
対
す
る
接
種
を
任
意
と

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

市
職
員
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
義
務
付
け
は
、
２
０
２
１
年

10
月
に
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
の
も

と
に
実
施
。
こ
れ
に
反
対
す
る

警
察
や
消
防
隊
員
ら
に
よ
る
大

規
模
な
抗
議
活
動
も
起
き
て
い

た
。
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
﹁
市
の

職
員
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
期
間

中
、
非
常
に
よ
く
働
い
て
く
れ

た
。
医
療
現
場
の
最
前
線
で
人

命
を
救
っ
た
職
員
や
救
急
隊
員

か
ら
、
街
を
き
れ
い
に
し
、
学

校
を
開
き
、
安
全
を
守
っ
て
く

れ
た
職
員
ま
で
感
謝
の
念
を
抱

か
ざ
る
を
得
な
い
﹂と
述
べ
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
拒
否
し
、
接
種

証
明
書
を
提
出
し
な
か
っ
た

た
め
に
職
場
を
解
雇
さ
れ
た

１
７
８
０
人
の
元
職
員
に
対
し

て
は
、
自
動
的
に
元
の
職
場
に

戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ワ

ク
チ
ン
義
務
化
の
撤
廃
に
と
も

な
い
、
既
存
の
市
の
規
則
や
採

用
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
元
の
所

属
機
関
に
応
募
す
る
こ
と
は
可

能
だ
と
し
て
い
る
。
警
察
や
消

防
、
保
健
局
な
ど
の
元
職
員
ら

は
、
解
雇
は
不
当
だ
と
し
て
市

を
提
訴
し
て
い
る
。

市職員のワクチン接種

義務撤廃し任意に

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｙ
都
市
交
通
局
が
開
設

　

﹁
こ
ん
な
に
多
く
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
日
系
社
会
の
皆
さ
ん

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め
に
支

援
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
知

っ
て
本
当
に
嬉
し
い
﹂。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
に
本
部
を
置
く
非
営
利
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
団
体
、
Ｒ
Ａ
Ｚ

Ｏ
Ｍ
の
ド
ー
ラ
・
ホ
ミ
ア
ク
代

表
は
６
日
、
本
紙
の
新
年
号
で

特
集
し
た
﹁
激
動
の
時
代
を
生

き
る
﹂
＝
在
米
ロ
シ
ア
系
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
系
市
民
の
証
言
＝
の

新
聞
を
手
に
感
激
し
た
表
情
で

語
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系

社
会
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

て
欲
し
い
と
語
っ
た
。

　

記
事
の
中
で
、　

ホ
ミ
ア
ク

代
表
は
﹁
私
た
ち
が
２
月
か
ら

10
か
月
間
に
し
た
こ
と
は
、
私

た
ち
が
過
去
10
年
間
や
っ
て
き

た
こ
と
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
支
援

の
柱
は
人
民
の
命
を
守
る
こ
と

と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
勝
利
す
る

た
め
の
二
つ
﹂
な
ど
と
説
明
し

て
い
た
。

　

本
紙
新
年
号
で
在
米
ロ
シ
ア

人
の
声
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
声

を
伝
え
、
国
連
平
和
の
鐘
の
活

動
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
寄
付
、

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
主
導
で
開

催
し
た
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
や

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
で
の
支

援
、
増
田
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
氏
の

平
和
展
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議

所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶
と
日
本
ク
ラ

ブ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

で
の
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
留
学
生
の
支
援
、
岸

田
首
相
、
林
外
相
は
じ
め
、
冨

田
駐
米
大
使
、石
兼
国
連
大
使
、

森
Ｎ
Ｙ
総
領
事
や
各
日
系
団
体

代
表
の
挨
拶
の
中
で
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
応
援
し
て
い
る
コ
メ
ン

ト
が
紙
面
に
あ
る
こ
と
を
本
紙

の
三
浦
良
一
発
行
人
が
伝
え
、

記
事
の
英
訳
を
手
渡
す
と
﹁
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
の
友
人
が
こ

ん
な
に
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
﹂

と
語
っ
た
。
戦
争
か
ら
24
日
で

ま
も
な
く
１
年
。
ホ
ミ
ア
ク
代

表
は
同
日
夕
、
２
週
間
の
予
定

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
向
か
っ
た
。

ありがとう
ウクライナ支援団体

NY日系社会に

ウクライナ支援を特集した本紙新年号を手にするホミアク代表
（６日、RAZOM 事務所で）

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
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ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
チ

ャ
ー
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

で
8
日
銃
乱
射
事
件
が
あ
り
、

生
徒
2
人
と
大
人
1
人
が
負

傷
し
た
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る

と
、
今
年
度
こ
れ
ま
で
に
市

内
の
学
校
で
発
見
さ
れ
た
武

器
は
２
９
８
４
点
で
、
そ
の

う
ち
銃
が
8
丁
、
ス
タ
ン
ガ

ン
が
１
６
８
丁
、
ナ
イ
フ
が

１
１
９
２
個
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
全
体
で
は
、
銃
12
丁
、

ナ
イ
フ
１
１
０
４
本
を
含
む

２
５
５
４
点
の
武
器
が
見
つ
か

っ
て
い
る
。

　

市
長
の
管
理
報
告
書
︵
速
報

値
︶
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
〜

22
年
度
の
重
大
重
罪
は
３
４
６

件
。
教
育
省
の
広
報
担
当
者
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
の
最
後
の
完
全
な
学
年
の

統
計
を
比
較
す
る
と
、
学
校
で

の
犯
罪
対
策
は
進
ん
で
い
る
と

主
張
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
、

殺
人
、
強
姦
、
強
盗
、
暴
行
、

強
盗
、
重
窃
盗
、
自
動
車
重
窃

盗
を
大
重
罪
と
定
義
し
て
い

る
。
最
近
の
学
校
周
辺
で
の
暴

力
事
件
と
し
て
は
、
先
月
、
ク

イ
ー
ン
ズ
区
の
キ
ャ
ン
パ
ス
マ

グ
ネ
ッ
ト
高
校
付
近
で
13
歳
の

少
年
が
他
の
2
人
の
若
者
を
銃

撃
し
負
傷
さ
せ
た
事
件
や
、
コ

ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
リ
ベ
レ
ー

学
校
で
の
治
安
悪
化

銃
撃
事
件
が
市
内
で
多
発

大麻不法販売増加
合
法
店
は
苦
戦

前
科
者
に
優
先
販
売
権

　

ハ
ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
・
パ
ー

ク
・
ト
ラ
ス
ト
は
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ハ
ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
・

パ
ー
ク
内
に
ビ
ー
チ
を
今
年
の

夏
ま
で
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

だ
。
公
園
内
の
ガ
ン
ズ
ヴ
ォ
ー

ト
半
島
、
ガ
ン
ズ
ヴ
ォ
ー
ト
通

り
と
リ
ト
ル
ウ
エ
ス
ト
12
通
り

の
間
に
、
１
万
４
０
０
０
平
方

フ
ィ
ー
ト
の
砂
浜
が
設
置
さ
れ

る
予
定
。

　

こ
の
ビ
ー
チ
は
、
数
年
前
か

ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
同

半
島
の
開
通
工
事
の
一
環
で
あ

る
。
同
信
託
に
よ
る
と
、
こ
の

半
島
は
ハ
ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
・

パ
ー
ク
で
最
大
の
公
園
ス
ペ
ー

ス
と
な
り
、
広
さ
は
５
・
５
エ

ー
カ
ー
に
及
ぶ
と
い
う
。

　

同
信
託
に
よ
る
と
、﹁
水
泳

は
禁
止
﹂
だ
が
、
家
族
連
れ
が

海
岸
で
日
光
浴
を
楽
し
み
な
が

ら
、
印
象
的
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
の
景
色
を
眺
め
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
、
グ
リ
ニ
ッ

チ
ビ
レ
ッ
ジ
に
合
法
の
娯
楽
用

大
麻
薬
局
﹁
ス
マ
ッ
ク
ド
Ｌ
Ｌ

Ｃ
﹂
が
１
月
24
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
場
所
は
ブ
リ
ー
カ
ー
通

り
１
４
４
番
地
で
デ
ュ
ア
ン
リ

ー
ド
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
昨
年
12
月
に

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ワ
ー
ク

ス
・
カ
ン
ナ
ビ
ス
︵
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
ー
７
５
０
番
地
︶
に
続
く

２
番
目
の
合
法
薬
局
と
な
る
。

開
店
初
日
は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ワ

ー
ク
ス
ほ
ど
混
雑
は
し
な
か
っ

た
が
数
十
人
が
列
に
並
ん
だ
。

　

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
ス
は

非
営
利
団
体
だ
が
、
ス
マ
ッ
ク

ド
は
過
去
に
大
麻
関
連
の
有
罪

判
決
を
受
け
た
人
が
経
営
す
る

最
初
の
薬
局
と
な
る
。
州
は
、

社
会
的
公
平
を
目
指
す
目
的
で

大
麻
の
販
売
許
可
を
非
営
利
団

体
お
よ
び
大
麻
関
連
の
犯
罪
者

か
ら
の
申
請
を
優
先
し
て
い

る
。
ス
マ
ッ
ク
ド
の
オ
ー
ナ
ー

は
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
コ
ナ
ー
さ
ん

︵
50
︶。
90
年
代
に
有
罪
判
決
を

受
け
た
コ
ナ
ー
さ
ん
だ
が
、
現

在
は
建
物
管
理
会
社
を
所
有
し

て
お
り
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
人
に
緊
急
の
仮
設
住
宅
を
提

供
し
て
い
る
。
今
回
は
仮
オ
ー

プ
ン
で
１
か
月
ほ
ど
し
た
ら
改

装
し
、
正
式
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
と
い
う
。

　

３
番
目
と
な
る
薬
局
﹁
ユ
ニ

オ
ン
ス
ク
エ
ア
・
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
﹂
は
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
の

近
く
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
13
丁

目
の
チ
ェ
ー
ス
銀
行
跡
に
２
月

13
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

だ
。
所
有
者
は
刑
期
を
終
え
て

出
所
し
た
人
や
ホ
ー
ム
レ
ス
、

薬
物
乱
用
者
を
支
援
す
る
非

営
利
団
体
の
ド
ゥ
基
金
︵T

he 
D

oe Fund

︶
だ
が
、
実
際
の

運
営
は
ハ
ー
バ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
行
う
。
ド
ゥ
基
金
が

収
益
の
51
％
を
得
る
仕
組
み

だ
。
こ
の
ほ
か
ミ
ー
ト
パ
ッ
キ

ン
グ
エ
リ
ア
に
非
営
利
団
体
が

経
営
す
る
薬
局
が
開
店
す
る
予

定
が
あ
り
こ
れ
が
４
番
目
と
な

り
そ
う
だ
。

　

州
の
大
麻
管
理
委
員
会
は
約

１
５
０
件
の
大
麻
販
売
許
可
証

を
付
与
す
る
予
定
だ
が
現
在
ま

で
に
付
与
さ
れ
た
の
は
36
件
。

そ
の
う
ち
28
件
は
マ
リ
フ
ァ
ナ

の
前
科
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族

に
渡
さ
れ
、
８
件
は
非
営
利
団

体
に
渡
さ
れ
た
。
さ
ら
に
30
件

の
許
可
証
を
付
与
す
る
が
、
そ

の
半
分
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
除

く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
な
る
予

定
だ
。
ブ
リ
ッ
ク
リ
ン
は
特
定

地
域
で
の
大
麻
小
売
禁
止
を
求

め
る
訴
訟
が
進
行
中
の
た
め
１

件
も
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
お
よ
び
周

辺
に
は
無
許
可
の
非
合
法
大
麻

小
売
店
が
１
４
０
０
ほ
ど
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
合
法
店
は

苦
戦
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。
し

ば
ら
く
は
大
麻
の
臭
い
に
非
喫

煙
者
が
迷
惑
を
被
り
そ
う
だ
。

　

フ
ォ
ッ
ク
ス
ニ
ュ
ー
ス
の
天

気
予
報
士
、
ア
ダ
ム
・
ク
ロ
ッ

ツ
さ
ん
︵
37
︶
が
地
下
鉄
で
少

年
ら
に
殴
ら
れ
る
事
件
が
１
月

22
日
未
明
に
起
き
て
い
た
こ
と

が
こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

ク
ロ
ッ
ツ
さ
ん
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
や
翌
日
出
演
し
た
テ
レ

ビ﹁
フ
ォ
ッ
ク
ス
＆
フ
レ
ン
ズ
﹂

で
の
本
人
の
話
に
よ
る
と
、
21

日
土
曜
日
夜
に
バ
ー
で
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
を
見
た
後
、
地

下
鉄
の
南
行
き
１
番
線
で
帰
宅

中
の
午
前
１
時
頃
の
こ
と
だ
っ

た
。
座
っ
て
い
た
す
ぐ
近
く
で

十
代
の
若
者
ら
が
年
配
の
男
性

に
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

で
髪
に
火
を
つ
け
よ
う
と
す
る

な
ど
の
嫌
が
ら
せ
し
て
い
た
の

で
﹁
お
い
、
や
め
ろ
﹂
と
制
止

に
入
っ
た
。
す
る
と
若
者
ら
は

標
的
を
ク
ロ
ッ
ツ
さ
ん
に
変
え

殴
っ
て
き
た
。
ク
ロ
ッ
ツ
さ
ん

め
す
ぐ
に
釈
放
し
た
。
警
察
は

４
人
目
の
容
疑
者
の
写
真
を
公

開
し
捜
査
、
27
日
に
ダ
ン
テ
・

ハ
ン
プ
ト
ン
容
疑
者
︵
18
︶
を

逮
捕
、起
訴
し
た
と
発
表
し
た
。

　

ク
ロ
ッ
ツ
さ
ん
は
、
釈
放
さ

れ
た
少
年
３
人
に
対
し
て
も
市

の
保
護
観
察
局
に
苦
情
を
申
し

立
て
て
起
訴
に
持
ち
込
ん
で
み

た
ら
と
助
言
さ
れ
た
と
の
こ
と

だ
が
﹁
短
期
的
に
何
ら
か
の
復

讐
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ダ

ム
ス
市
長
に
は
こ
う
し
た
こ
と

が
ほ
か
の
誰
か
に
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
よ
り
長
期
的
に
視
点
に

立
っ
て
対
策
を
し
て
ほ
し
い
﹂

と﹁
フ
ォ
ッ
ク
ス
＆
フ
レ
ン
ズ
﹂

で
語
っ
た
。

は
次
の
18
丁
目
駅
で
電
車
を
降

り
て
逃
げ
、
携
帯
で
通
報
も
し

た
が
、若
者
ら
に
追
い
つ
か
れ
、

地
面
に
押
し
倒
さ
れ
て
殴
る
蹴

る
の
暴
行
を
加
え
ら
れ
た
。
ク

ロ
ッ
ツ
さ
ん
は
顔
や
胸
に
打
撲

傷
を
負
い
、
病
院
で
手
当
を
受

け
た
。

　

警
察
は
そ
の
日
の
う
ち
に
15

歳
の
２
人
と
17
歳
１
人
を
逮
捕

し
た
が
、重
大
犯
罪
で
は
な
く
、

17
歳
以
下
の
少
年
に
あ
た
る
た

天
気
予
報
士
が
被
害

地
下
鉄
で
若
者
が
襲
う

シ
ョ
ン
高
校
を
出
た
17
歳
の
少

年
が
追
い
か
け
ら
れ
て
刺
さ
れ

死
亡
す
る
事
件
な
ど
が
あ
る
。

昨
年
、
サ
ウ
ス
ブ
ロ
ン
ク
ス
で

起
き
た
銃
撃
事
件
で
は
、
16
歳

の
少
女
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
・
ヤ
ン

ボ
さ
ん
が
死
亡
し
、
2
人
が
負

傷
し
た
。
被
害
者
は
高
校
か
ら

歩
い
て
帰
宅
中
だ
っ
た
。
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
チ
ャ
ー
タ

ー
ハ
イ
で
の
銃
撃
は
、
わ
ず
か

3
か
月
で
同
校
付
近
で
2
件

目
。
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
紙

に
よ
る
と
、
12
月
に
は
15
歳
の

少
年
が
学
校
の
外
で
10
代
の
少

女
の
足
を
撃
ち
、
生
徒
が
逃
げ

惑
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

校
長
は
保
護
者
へ
の
手
紙
の
中

で
、
銃
声
は
車
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

楽しい
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ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ド
ラ
イ
ブ
近

く
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
︵
西
97
丁

目
３
１
６
番
地
︶
で
８
日
午
後

７
時
14
分
頃
、
吹
き
抜
け
の
階

段
で
男
性
が
男
に
顔
と
胸
を
ナ

イ
フ
で
刺
さ
れ
、
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
が
死
亡
が
確
認
さ
れ

た
。

　

刺
し
た
男
は
こ
の
ア
パ
ー
ト

に
住
む
マ
イ
ケ
ル
・
パ
ー
キ
ン

ス
容
疑
者
︵
60
︶
で
、
通
報
で

駆
け
つ
け
た
警
察
が
ビ
ル
か
ら

出
て
き
た
容
疑
者
と
遭
遇
し
、

そ
の
場
で
逮
捕
し
た
。

　

パ
ー
キ
ン
ス
容
疑
者
は
殺

人
、
暴
行
、
武
器
の
犯
罪
的
所

持
で
起
訴
さ
れ
た
。
動
機
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が

１
９
８
６
年
ま
で
に
遡
る
長
い

犯
罪
歴
が
あ
り
、
強
盗
、
強
盗

未
遂
の
有
罪
判
決
を
受
け
て
こ

れ
ま
で
に
３
回
服
役
し
て
い

た
。
最
後
に
服
役
し
た
の
は

２
０
１
７
年
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
で
強
盗
未
遂
の
有
罪
判
決
を

受
け
て
６
か
月
間
服
役
し
て
い

た
。

殺害事件が起きたアパート（グーグルマップより）

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

ア
パ
ー
ト
階
段
で
刺
さ
れ
男
性
死
亡

大麻販売店を巡回パトロールする警察官（NY1 のテレビ画面から）

https://www.maxjob.com/
https://artofhaiku.org/
tel:9175773969
https://www.momotaro-manhattan.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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概
算
額
控
除
・
項
目
別
控
除

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

米
国
の
確
定
申
告
で
認
め
ら

れ
る
控
除
の
中
で
、
金
額
と
し

て
大
き
い
の
は
概
算
額
控
除
と

項
目
別
控
除
と
い
え
ま
す
。
概

算
額
控
除
は
項
目
別
控
除
を
採

用
し
な
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る

控
除
方
式
で
、
具
体
的
な
控
除

項
目
を
挙
げ
ず
に
定
額
の
控
除

が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
項

目
別
控
除
は
個
人
の
消
費
生
活

に
関
わ
る
経
費
で
税
法
上
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
様
式 

Schedule A

に
記
入
し
て
所

得
か
ら
控
除
す
る
も
の
で
す
。

今
週
は
概
算
額
控
除
と
項
目
別

控
除
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
概
算
額
控
除

　

概
算
額
控
除
は
毎
年
消
費
者

物
価
指
数
に
基
づ
い
て
調
整

さ
れ
ま
す
。
独
身
で
あ
れ
ば

1
万
２
９
５
０
ド
ル
、
夫
婦
の

所
得
や
控
除
を
合
計
し
て
一
緒

に
申
告
す
る
夫
婦
合
算
申
告
で

は
倍
の
2
万
５
９
０
０
ド
ル
、

夫
婦
別
々
に
申
告
す
る
夫
婦
個

別
申
告
で
は
独
身
の
場
合
と
同

じ
1
万
２
９
５
０
ド
ル
と
な
り

ま
す
。
概
算
額
控
除
は
納
税
者

が
米
国
の
通
年
居
住
者
と
し
て

申
告
す
る
場
合
に
の
み
適
用
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

■
項
目
別
控
除

　

項
目
別
控
除
の
金
額
は
個
人

の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
概
算
額
控
除
よ
り
も
控
除

額
が
大
き
い
場
合
か
、
申
告
身

分
に
よ
り
項
目
別
控
除
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
項
目
別
控
除
に

限
定
さ
れ
る
場
合
と
は
、
夫
婦

個
別
申
告
を
し
て
配
偶
者
が
項

目
別
控
除
方
式
を
採
用
し
た
場

合
や
、
米
国
税
務
上
の
非
居
住

者
、
お
よ
び
居
住
者
・
非
居
住

者
両
方
の
身
分
を
有
す
る
二
重

身
分
と
し
て
申
告
す
る
場
合
な

ど
に
な
り
ま
す
。
主
な
項
目
別

控
除
は
以
下
の
通
り
で
す
。

▽
医
療
費 

　

医
療
費
、
健
康
保
険
料
、
処

方
箋
薬
品
費
な
ど
の
合
計
が
調

整
総
所
得
の
7
・
5
％
を
超
え

る
金
額
に
つ
い
て
控
除
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
7
・
5
％
の

制
限
の
た
め
に
医
療
費
控
除
は

多
く
の
人
に
と
っ
て
は
恩
恵
を

受
け
に
く
い
項
目
で
す
が
、
大

き
な
医
療
費
の
支
払
い
が
あ
っ

た
人
は
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

▽
税
金

　

州
・
市
税
、
ま
た
は
、
州
・

市
売
上
税
、
固
定
資
産
税
、
動

産
税
の
合
計
支
払
い
額
に
対
し

て
、
1
万
ド
ル
の
控
除
限
度
額

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
固
定
資

産
税
に
関
し
て
は
、
米
国
内
の

不
動
産
に
対
し
て
支
払
っ
た
固

定
資
産
税
の
み
が
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
。 　

▽
住
宅
ロ
ー
ン
利
子

　

住
宅
ロ
ー
ン
の
合
計
額
が

75
万
ド
ル
ま
で
の
利
子
が

控
除
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

２
０
１
７
年
12
月
15
日
ま
で
に

借
り
入
れ
た
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
ロ
ー
ン
合
計
額

１
０
０
万
ド
ル
ま
で
の
利
子
に

つ
い
て
控
除
可
能
で
す
。 

エ

ク
イ
テ
ィ
・
ロ
ー
ン
支
払
利
子

の
控
除
は
停
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

▽
寄
付
金

　

現
金
寄
付
の
上
限
は
所
得
の

60
％
ま
で
と
な
り
ま
す
。学
校
、

病
院
、
図
書
館
、
教
会
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、慈
善
・
文
化
・
教
育
・

科
学
団
体
な
ど
、
米
国
で
慈
善

団
体
の
認
可
を
受
け
た
組
織
へ

の
現
金
の
支
払
い
に
加
え
て
、

現
物
で
の
寄
付
も
控
除
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
寄
付
金
控
除
に

対
し
て
立
証
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
災
害
・
盗
難
損
失

　

政
府
認
定
の
大
規
模
自
然
災

害
以
外
の
控
除
は
停
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
保
険

金
で
補
填
さ
れ
な
か
っ
た
額

の
う
ち
、
災
害
一
件
に
つ
き

１
０
０
ド
ル
を
減
額
し
た
損
失

合
計
額
が
調
整
総
所
得
の
10
％

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
控
除

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

▽
そ
の
他
の
項
目
別
控
除

　

確
定
申
告
書
作
成
費
用
や
従

業
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
費
な
ど
の

調
整
所
得
の
一
定
額
︵
2
％
︶

を
超
え
た
額
が
控
除
さ
れ
る
控

除
項
目
は
停
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
調
整
総
所
得
の
足
き
り
制

限
の
対
象
に
な
ら
な
い
控
除
項

目
︵
競
馬
、
宝
く
じ
な
ど
の
賭

け
事
に
よ
る
損
失
等
︶
に
つ
い

て
は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。 

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

雑
貨
や
イ
ン
テ
リ
ア
、
ギ
フ

ト
の
大
規
模
見
本
市
﹁
シ
ョ
ッ

プ
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
が
５
日

か
ら
７
日
ま
で
、
ロ
ー
ワ
ー
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
ピ
ア
36
に
て

開
催
さ
れ
た
。
会
場
で
は
、
ジ

ェ
ト
ロ
が
取
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
る
﹁
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
・
ジ

ャ
パ
ン
﹂
が
ひ
と
き
わ
大
き
な

ブ
ー
ス
で
日
本
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
を
紹
介
し
て
い
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
が

﹁
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
商
品
・
雑
貨
・
日
用

品
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
小
物
・
ギ

フ
ト
﹂
を
扱
う
中
小
企
業
な
ど

を
対
象
に
日
本
で
募
集
し
、
多

数
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

26
社
が
参
加
。
ガ
ラ
ス
製
品
や

陶
芸
、
布
製
品
な
ど
、
日
本
各

地
か
ら
参
加
し
た
出
展
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
商
品
を
展
示
し
、
興

味
を
持
ち
足
を
止
め
た
来
場
者

へ
の
説
明
や
商
談
な
ど
、
ブ
ー

ス
に
は
絶
え
ず
人
が
集
ま
り
、

３
日
間
を
通
し
て
活
気
に
溢
れ

て
い
た
。

　

京
都
か
ら
参
加
し
た
﹁
貴
船　

右
源
太
﹂
の
社
長
、
鳥
居
宏
行

氏
は
﹁
京
都
の
鞍
馬
山
発
祥
の

レ
イ
キ
︵
霊
気
︶
が
Ｎ
Ｙ
で
も

広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
嬉
し
か
っ
た
。
３
日
間

の
展
示
会
で
は
た
く
さ
ん
の
気

づ
き
が
あ
り
、
大
変
参
考
に
な

っ
た
﹂
と
話
し
た
。　

︵
高
田
︶

日
本
ブ
ー
ス
人
気 

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
が
40
％
オ
フ

ハ
ナ
セ
ル
新
生
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

日
本
人
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ

携
帯
電
話
﹁H

anaC
ell

︵
ハ

ナ
セ
ル
︶﹂
は
３
月
13
日
︵
月
︶

ま
で
、
新
生
活
応
援
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
期
間

中
に
申
し
込
む
と
、
通
常
価
格

15
ド
ル
の
ア
メ
リ
カ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ

ー
ド
が
40
％
オ
フ
の
９
ド
ル
で

購
入
で
き
る
。
加
入
時
の
事
務

手
数
料
や
税
金
の
追
加
な
し

で
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
ど
ち

ら
に
も
送
料
無
料
。
ハ
ナ
セ

ル
の
ア
メ
リ
カ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー

ド
は
公
式
サ
イ
ト
︵https://

w
w

w
.hanacell.com

︶

か

ら
申
し
込
め
、
加
入
か
ら
問
い

合
わ
せ
、
解
約
ま
で
、
す
べ

て
日
本
語
で
行
え
る
。
問
い

合
わ
せ
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

８
８
８
・
６
３
４
・
８
２
２
６
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルinfo@
hanacell.com

ま
で
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
、
3
月
2
日
︵
木
︶
に
﹁
リ

ビ
ン
グ
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
シ

リ
ー
ズ
﹂
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ

ー
﹁Just E

nough - 

日

本
の
デ
ザ
イ
ン
の
エ
ッ
セ
ン

ス
﹂
を
開
催
す
る
。
本
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
一
人
で
あ
る
佐
藤

卓
氏
︵
公
益
社
団
法
人
日
本
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
協
会
会

長
︶
と
、
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
造
詣
の
深
い
リ
ン
ダ
・

ホ
ー
グ
ラ
ン
ド
氏
︵
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
映
像
作
家
、
文
化
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
︶、
お
よ
び
、
サ
ラ
・

テ
ィ
ー
ス
リ
ー
氏
︵
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

大
学
、
デ
ザ
イ
ン
の
社
会
史
研

究
者
︶
を
迎
え
、
日
本
デ
ザ
イ

ン
の
本
質
を
探
求
す
る
。
同
セ

ミ
ナ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
、
参
加
、
視
聴
は
無
料
だ

が
、
事
前
登
録
が
必
要
。 

　

19
世
紀
半
ば
に
日
本
と
西
洋

が
交
流
を
始
め
て
以
来
、
着
物

の
デ
ザ
イ
ン
、
計
算
し
尽
く
さ

れ
た
日
本
庭
園
の
デ
ィ
テ
ー

ル
、
浮
世
絵
の
大
胆
な
構
図
な

ど
、
日
本
特
有
の
美
意
識
は

欧
米
の
人
々
を
魅
了
し
て
き　

た
。
ま
た
、
華
や
か
で
あ
り
な

が
ら
ミ
ニ
マ
ル
な
日
本
の
デ
ザ

イ
ン
は
、﹁
ほ
ど
ほ
ど
﹂
と
い

う
美
的
感
覚
に
基
づ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
表
現
を
生
み
出
し
て

き
た
。
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
文
化

を
特
徴
づ
け
る
要
素
は
一
つ
で

は
な
い
が
、
日
本
の
歴
史
に
深

く
根
ざ
し
た
文
化
的
、社
会
的
、

精
神
的
な
慣
習
に
そ
の
起
源
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　

リ
ビ
ン
グ
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ン
シ
リ
ー
ズ
は
、
日
本
文
化
の

何
世
紀
に
も
わ
た
る
伝
統
に
根

ざ
し
て
い
る
異
な
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
多
様
な
ス
ピ
ー
カ
ー
を

迎
え
、
今
日
人
々
に
親
し
ま
れ

て
い
る
日
本
文
化
の
諸
相
を
歴

史
的
に
紐
解
き
つ
つ
、
確
固
た

る
伝
統
が
現
代
社
会
で
ど
の
よ

う
に
継
承
さ
れ
て
い
る
か
を
議

論
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
。

申
し
込
み
は
次
の
リ
ン
ク
へ
。

h
ttp

s://jap
an

society
.

org/events/just-enough-
fin

din
g-the-essen

ce-of-
japanese-design/

﹁
日
本
デ
ザ
イ
ン
﹂
の
本
質

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
が
３
月
２
日

オ
ン
ラ
イ
ン
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://myriverside.net/home
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.hanacell.com
https://japansociety.org/events/just-enough-finding-the-essence-of-japanese-design/
mailto:info@hanacell.com
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職
場
に
お
け
る
心
理
的
安
全
性
と
多
様
性
︵
そ
の
２
︶

クイック USA

123

パ
イ
ロ
ッ
ト
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
背
筋
の
凍
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
と
き
は

１
９
７
７
年
３
月
の
カ
ナ
リ
ア

諸
島
で
起
こ
っ
た
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ
ラ

ン
ダ
航
空
機
で
、
Ｋ
Ｌ
Ｍ
の
中

で
も
と
り
わ
け
地
位
が
高
か
っ

た
当
該
機
長
に
対
し
て
同
じ
コ

ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
い
た
副
操
縦
士

は
危
機
的
状
況
で
あ
り
な
が
ら

も
何
も
進
言
で
き
ず
に
２
機
の

ジ
ャ
ン
ボ
機
同
士
が
離
陸
直
前

で
衝
突
し
て
大
炎
上
、
５
８
３

人
の
死
者
を
出
し
た
と
い
う
史

上
最
大
の
航
空
機
事
故
、
そ
し

て
２
０
０
９
年
１
月
に
起
こ
っ

た
い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
デ
ル

タ
航
空
機
で
の
バ
ー
ド
・
ス
ト

ラ
イ
ク
に
よ
る
エ
ン
ジ
ン
停
止

が
起
こ
っ
た
際
、
機
長
と
副
操

縦
士
の
適
切
な
判
断
に
よ
っ
て

ハ
ド
ソ
ン
河
に
不
時
着
さ
せ
て

誰
も
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
件

と
、
心
理
的
安
全
性
の
如
何
に

よ
っ
て
ま
さ
に
天
国
に
も
な
り

地
獄
に
も
な
る
と
い
う
現
実
的

に
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
深

遠
で
深
刻
な
事
情
が
横
た
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
気
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

著
者
で
あ
る
エ
ド
モ
ン
ド
ソ

ン
氏
が
引
用
し
て
い
る
事
例
に

は
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
コ

ロ
ン
ビ
ア
の
爆
発
事
故
、
東
日

本
大
震
災
に
至
る
ま
で
の
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
経
営

幹
部
対
応
に
よ
る
致
命
的
失
策

と
経
緯
、
医
療
現
場
で
の
癌
患

者
へ
の
化
学
療
法
薬
剤
投
与
ミ

ス
で
の
死
亡
事
故
な
ど
ま
さ
に

枚
挙
に
暇
は
な
い
ほ
ど
な
の
で

す
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
心
理
的

安
全
性
の
欠
如
が
も
た
ら
す
悲

劇
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
複
雑

な
要
素
が
さ
ま
ざ
ま
に
絡
め
あ

っ
て
起
こ
っ
た
大
事
故
で
あ
っ

た
も
の
の
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス

に
も
通
奏
低
音
の
ご
と
く
現
場

に
存
在
し
て
い
た
空
気
に
支
配

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
押

し
て
知
る
べ
く
事
実
だ
と
悟
ら

せ
て
く
れ
る
わ
け
な
の
で
す
。

　

心
理
的
安
全
、
つ
ま
り
サ
イ

コ
ロ
ジ
カ
ル
・
セ
ー
フ
テ
ィ
は

グ
ー
グ
ル
が
採
用
し
た
社
内
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
一
躍
有
名
に
な
り
、
ハ
ー
バ

ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

教
授
で
心
理
学
者
で
あ
る
エ

イ
ミ
ー
・
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン

氏
が
２
０
１
９
年
に
上
梓
し

た
﹁
恐
れ
の
な
い
組
織
﹂︵T

he 
F

earless O
rgan

ization
; 

C
reating P

sy
chological 

Safety in the W
orkplace 

for L
eaning, Innovation, 

and G
row

th

︶
は
、
心
理
的

安
全
性
が
職
場
内
で
の
従
業
員

の
学
習
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

成
長
に
あ
た
っ
て
の
共
通
因
子

に
な
っ
て
い
る
と
喝
破
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
ひ
と
つ
間
違
え
れ
ば
大

惨
事
に
な
り
う
る
業
種
に
関
し

て
の
驚
く
べ
き
教
訓
が
本
書
内

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
話
を
通
し

て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
民
間
航
空
会
社
の

　

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

カ
ン
パ
ニ
ー
は
8
日
、
昨
年
11

月
に
復
帰
し
た
ボ
ブ
・
ア
イ
ガ

ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
下
、
55
億
ド
ル
の

コ
ス
ト
削
減
と
ス
ト
リ
ー
ミ
ン

グ
事
業
の
黒
字
化
の
一
環
と
し

て
従
業
員
７
０
０
０
人
を
削
減

す
る
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
策
を

発
表
し
た
。

　

こ
の
人
員
削
減
は
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
の
全
世
界
の
従
業
員
の

3
・
6
％
に
相
当
す
る
。 

コ

ス
ト
削
減
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
経
営
陣
へ
の
権
限
委
譲
を
目

的
と
し
た
計
画
で
は
、
同
社
は

映
画
、
テ
レ
ビ
、
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
を
含
む
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
部
門
、
ス
ポ
ー
ツ
に
特

化
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｎ
部
門
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
パ
ー
ク
、
体
験
、
製
品

の
3
部
門
に
再
編
す
る

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
、
加
入
者
数

の
伸
び
の
鈍
化
と
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
視
聴
者
の
競
争
激
化
を
受

け
て
人
員
削
減
を
発
表
し
て

い
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
先
に
、

10
億
ド
ル
以
上
の
損
失
を
出
し

た
同
社
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ

メ
デ
ィ
ア
部
門
﹁D

isney+

﹂

の
加
入
者
数
が
四
半
期
ベ
ー
ス

で
初
め
て
減
少
し
た
と
報
告
。

　

ア
イ
ガ
ー
は
２
０
２
０
年

に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
退
任
し
た
が
、

２
０
２
２
年
11
月
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に

復
帰
し
た
。
前
回
、
デ
ィ
ズ
ニ

ー
が
削
減
を
行
っ
た
の
は
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
で
あ
り
、

２
０
２
０
年
11
月
に
テ
ー
マ
パ

ー
ク
を
中
心
に
3
万
２
０
０
０

人
を
解
雇
す
る
と
発
表
し
て
い

る
。
こ
の
削
減
は
21
年
度
上
半

期
に
行
わ
れ
た
。

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

７
０
０
０
人
を
解
雇
へ

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。
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■
﹃
米
下
院
、
中
国
の
偵
察
気

球
を
非
難
す
る
決
議
を
全
会
一

致
で
採
択
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

発
︶
＝
米
国
連
邦
議
会
下
院
は

9
日
、
中
国
の
偵
察
気
球
が
米

国
の
主
権
を
侵
害
し
た
と
し

て
、
中
国
共
産
党
を
非
難
す
る

決
議
案
を
４
１
９
対
0
の
全
会

一
致
で
採
択
し
た
。

■
﹃
米
税
関
、
マ
レ
ー
シ
ア
企

業
の
使
い
捨
て
用
手
袋
の
輸
入

差
し
止
め
撤
回
、
強
制
労
働
へ

の
対
処
評
価
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
発
︶
＝
米
国
税
関
・
国
境
警

備
局
︵
Ｃ
Ｂ
Ｐ
︶
は
8
日
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
Ｙ
Ｔ
Ｙ
グ
ル
ー
プ

が
生
産
し
た
使
い
捨
て
用
手
袋

の
輸
入
を
差
し
止
め
る
違
反
商

品
保
留
命
令
︵
Ｗ
Ｒ
Ｏ
︶
を
撤

回
し
た
と
発
表
し
た
。

■
﹃
米
行
政
管
理
予
算
局
、
連

邦
政
府
イ
ン
フ
ラ
事
業
で
の
米

国
製
資
材
の
利
用
を
義
務
付
け

る
規
則
案
発
表
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
発
︶
＝
米
国
行
政
管
理
予

算
局
︵
Ｏ
Ｍ
Ｂ
︶
は
8
日
、
連

邦
政
府
資
金
か
ら
拠
出
さ
れ
る

イ
ン
フ
ラ
事
業
で
使
用
さ
れ
る

建
設
資
材
な
ど
が
米
国
製
で
あ

る
こ
と
を
義
務
付
け
る
改
定
規

則
案
を
発
表
し
た
。

■
﹃
ホ
ン
ダ
が
水
素
事
業
拡

大
に
向
け
次
世
代
燃
料
電
池

シ
ス
テ
ム
販
売
へ
、
米
Ｇ
Ｍ

と
共
同
開
発
推
進
﹄︵
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
発
︶
＝
ホ
ン
ダ
は
2

日
、
燃
料
電
池
技
術
の
適
用
先

を
自
社
の
燃
料
電
池
車
︵
Ｆ
Ｃ

Ｖ
︶以
外
に
も
拡
大
す
る
た
め
、

ち
な
み
に
著
者
が
紹
介
し
て
く

れ
て
い
る
福
島
第
二
発
電
所
で

の
現
場
ト
ッ
プ
に
よ
る
危
機
回

避
の
見
事
な
対
応
に
つ
い
て
は

本
書
を
通
じ
て
私
は
初
め
て
知

り
う
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
私

が
知
る
限
り
に
お
い
て
ア
メ
リ

カ
で
は
ま
っ
た
く
報
道
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
愕
然
と
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
書
と
も
大
変
読
み
ご
た
え

あ
る
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
両
書
に
書
か
れ
て

い
る
心
理
的
安
全
性
と
多
様
性

と
い
う
の
は
恐
ら
く
車
の
両
輪

で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
が

欠
け
て
い
る
と
現
実
と
し
て
は

機
能
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と

察
せ
ら
れ
ま
す
。
で
は
ど
ち
ら

が
先
に
来
る
の
か
と
い
う
の
は

卵
が
先
か
鶏
が
先
か
の
問
題
だ

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
と
り
あ

え
ず
職
場
で
は
両
方
と
も
パ
ラ

レ
ル
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
テ
ー
マ
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
音
頭
取
り

を
担
う
役
割
と
し
て
は
、
や
は

り
社
内
で
は
Ｈ
Ｒ
の
使
命
に
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら

テ
ー
マ
を
音
頭
取
り
だ
け
で
終

わ
ら
せ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

経
営
ト
ッ
プ
の
重
大
責
任
に
な

る
と
申
し
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ト

ッ
プ
の
責
任
は
き
わ
め
て
重
い

の
で
す
が
、
Ｈ
Ｒ
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
絵
に
描
い

た
餅
と
し
て
組
織
内
で
永
遠
に

具
現
化
で
き
な
い
お
題
目
と
な

る
で
し
ょ
う
。

酒
井 

謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

２
０
２
０
年
代
半
ば
に
次
世
代

燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
販
売
を

開
始
す
る
と
発
表
し
た
。︵
ビ

ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、
ジ
ェ

ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
２
月
10
日

号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ
は
ジ

ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ
メ
ー

ル　

rept@
jetro.go.jp

︶

楽しい
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米
国
内
で
現
存
す
る
チ
ー
ズ

店
と
し
て
は
最
も
古
い
リ
ト

ル
・
イ
タ
リ
ー
の
﹁
ア
レ
バ
・

デ
イ
リ
ー
﹂
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

家
賃
の
支
払
い
が
滞
り
、
３
月

５
日
に
閉
店
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。 

菜
、
新
鮮
な
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
や

リ
コ
ッ
タ
・
チ
ー
ズ
、
生
ハ
ム

や
サ
ラ
ミ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
家

族
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

ま
た
、
俳
優
の
マ
イ
ケ
ル
・
イ

ン
ペ
リ
オ
リ
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
ア
リ
ス
・
ク
ー
パ
ー
、
ラ

ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
ジ
ョ

ー
イ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
を
含
む
多

く
の
著
名
人
が
常
連
だ
っ
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。

　

同
店
は
月
額
２
万
３
７
５
６

ド

ル

の

家

賃

の

滞

納

が

62
万
８
０
０
０
ド
ル
に
達
し
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
開
始
当
時
に
破

産
法
第
11
条
に
基
づ
き
再
建
計

画
を
提
出
し
た
が
、
家
主
の
不

動
産
会
社
は
昨
年
４
月
、
Ｎ
Ｙ

郡
裁
判
所
に
同
店
を
告
訴
し

た
。同
店
と
家
主
は
最
終
的
に
、

同
店
が
来
月
立
ち
退
く
こ
と
で

債
務
免
除
と
す
る
こ
と
に
合
意

し
た
。
７
日
付
の
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト

の
記
事
で
、
現
オ
ー
ナ
ー
の
カ

レ
ン
・
キ
ン
グ
さ
ん
は
断
腸
の

思
い
を
伝
え
る
一
方
で
﹁
新
し

い
場
所
で
ア
レ
バ
の
レ
ガ
シ
ー

を
継
続
す
る
計
画
が
あ
る
﹂
と

今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。 

　

マ
ル
ベ
リ
ー
と
グ
ラ
ン
ド
・

ス
ト
リ
ー
ト
の
角
に
立
つ
同
店

は
、
イ
タ
リ
ア
の
カ
ン
パ
ニ
ア

州
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
か
ら
移
民

し
た
ピ
ナ
・
ア
レ
バ
さ
ん
が

１
８
９
２
年
に
創
業
し
た
。
品

揃
え
豊
か
な
イ
タ
リ
ア
ン
の
惣

 米最古のチーズ店 
130 年で幕下す

　

ナ
ウ
ヒ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︵N
ow

H
ere

、
ウ
ー
ス
タ
ー

通
り
40
番
地
︶
は
17
日
︵
金
︶

か
ら
19
日
︵
日
︶
ま
で
三
日
間

の
特
別
企
画
﹁T

echnology 
R

eim
ag

in
es T

im
eless 

B
eauty

﹂
を
開
催
す
る
。
主

催
は
京
都
大
学
、
後
援
・
三
菱

み
ら
い
育
成
財
団
、
京
都
府
、

協
力
・
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

国
総
領
事
館
。
17
日
は
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
後
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁
街
路
の
拡
張
﹂
を
開
催
。
18

日
は
ト
ー
ク
﹁
人
新
世
・
工
業

化
と
生
物
進
化
﹂ - Sam

 V
an 

A
ken

︵
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
シ

ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
︶、Y

uki 
H

aba

︵
生
物
学
者
、
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
︶、
本
多
正
俊
志

︵
京
都
大
学
特
任
准
教
授
︶
を

開
催
す
る
。

京
都
大
学
が
Ｎ
Ｙ
展
示

科
学
技
術
と
美
を
探
求

Now
H
ere

で
開
催

https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
mailto:rept@jetro.go.jp%EF%B8%B6
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
、
こ
れ

ま
で
行
っ
た
こ
と
が
な
い
地
域

を
夫
と
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
た
。
と

く
に
治
安
が
悪
い
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
殺
伐

と
し
た
倉
庫
街
の
よ
う
な
と
こ

ろ
だ
。
用
が
な
け
れ
ば
、
わ
ざ

わ
ざ
地
下
鉄
を
降
り
る
こ
と
も

な
い
だ
ろ
う
。

　

イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
が
五
十
台

ほ
ど
止
ま
っ
て
い
る
青
空
駐
車

場
を
見
つ
け
た
。
何
台
も
の
ボ

ン
ネ
ッ
ト
に
、
花
柄
な
ど
の
か

わ
い
い
絵
が
ペ
ン
キ
で
描
か
れ

て
い
る
。
こ
ん
な
キ
ャ
ブ
が
走

っ
て
い
る
の
を
、
目
に
し
た
こ

と
が
な
い
。
私
は
写
真
を
撮
り

た
く
な
っ
た
。

　

駐
車
場
の
入
口
に
、
二
畳
ほ

ど
の
バ
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
小
屋

が
あ
っ
た
。
ド
ア
は
な
く
、
防

寒
の
た
め
に
厚
め
の
ビ
ニ
ー
ル

が
長
い
暖
簾
の
よ
う
に
、
地
面

ま
で
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
中

に
人
が
い
る
よ
う
だ
っ
た
の

で
、
ビ
ニ
ー
ル
の
暖
簾
を
少
し

開
け
て
み
る
。

　

小
さ
な
机
が
置
か
れ
、
体
格

の
い
い
白
人
の
男
の
人
が
す
わ

っ
て
い
た
。

　

中
に
入
っ
て
、
イ
エ
ロ
ー
キ

ャ
ブ
の
写
真
を
撮
っ
て
も
い
い

で
し
ょ
う
か
、
と
聞
い
て
み
る
。

　

Photos for W
H

A
T

?

　

何
の
た
め
の
写
真
だ
よ
。

　

男
の
人
は
こ
ち
ら
を
向
き
、

憮
然
と
し
た
表
情
で
聞
き
返

す
。

　

ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
る
英
語

だ
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
移
民

だ
ろ
う
か
。

　

ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
描
か
れ
て
い

る
絵
が
素
敵
な
の
で
、
写
真
を

撮
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。 

　

ま
、
い
い
よ
、
と
ぶ
す
っ
と

し
た
ま
ま
、
答
え
る
。

　

礼
を
言
っ
て
、写
真
を
撮
る
。

キ
ャ
ブ
の
多
く
は
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
が
外
さ
れ
て
い
る
。

テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
が
入
っ
た
ま
ま

の
紙
コ
ッ
プ
が
、
運
転
席
の
隣

に
置
か
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
車
も
あ
る
。

　

写
真
を
撮
り
終
え
て
、
さ
っ

き
の
小
屋
に
寄
っ
た
。 

　

再
び
、
ビ
ニ
ー
ル
の
暖
簾
を

少
し
開
け
て
、
男
の
人
に
声
を

か
け
る
。

　

こ
こ
に
は
ど
う
し
て
、
キ
ャ

ブ
が
何
台
も
集
ま
っ
て
い
る
ん

で
す
か
。

　

W
H

A
T

??

　

何
だ
！
？

　

相
変
わ
ら
ず
、感
じ
が
悪
い
。

が
、
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
私
は
質
問
を
繰
り

返
す
。

　

B
E

C
A

U
S

E
 T

H
E

Y
 

B
E

LO
N

G
 H

E
R

E
!

花
柄
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
と

む
っ
つ
り
お
じ
さ
ん

エッセイ連載 35

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

こ
こ
の
車
だ
か
ら
だ
！

　

口
調
が
き
つ
く
な
っ
て
き

た
。

　

そ
う
で
す
か
。
わ
か
り
ま
し

た
。
ど
う
も
。 

　

そ
う
答
え
て
、
去
ろ
う
と
す

る
と
、
男
が
背
後
か
ら
怒
鳴
っ

た
。

　

A
re you from

 the FB
I 

or w
hat??

　

お
前
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
か
ど
っ
か

の
人
間
か
！
？ 

　

自
分
が
質
問
好
き
な
の
は
認

め
る
が
、
何
も
そ
ん
な
に
怒
ら

な
く
て
も
い
い
で
は
な
い
か
。

　

虫
の
居
所
が
悪
そ
う
な
の

で
、す
ご
す
ご
と
立
ち
去
っ
た
。

　

誰
が
見
て
も
能
天
気
そ
う

で
、
と
き
に
は
子
ど
も
に
も
間

違
え
ら
れ
る
私
の
よ
う
な
人
間

を
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
捜
査
に
送
り
、

い
ろ
い
ろ
聞
き
出
し
て
い
る
と

で
も
、
思
っ
て
い
る
の
か
。
彼

も
命
が
け
な
の
か
も
し
れ
な

い
。ド
ア
も
な
い
あ
の
小
屋
で
、

駐
車
料
金
を
預
か
っ
て
い
る
と

し
た
ら
、
い
つ
現
金
を
狙
わ
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
。
身
を
守
る

た
め
に
恐
そ
う
な
表
情
で
、
無

愛
想
を
装
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

し
ば
ら
く
辺
り
を
散
歩
し
、

駅
に
戻
る
と
き
に
、
そ
の
小
屋

の
前
を
通
っ
た
。

　

ビ
ニ
ー
ル
の
暖
簾
を
開
け

て
、
ス
ー
ツ
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
バ
ッ
ジ
を
取
り
出
し
て
見

せ
、﹁
Ｆ
Ｂ
Ｉ
だ
﹂
と
男
に
声

を
か
け
る
。

　

そ
う
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
が
、
夫
が
横
で
冷
や
冷
や
し

な
が
ら
、
お
前
、
そ
の
う
ち
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
撃
た
れ
る

ぞ
、
と
真
顔
で
言
う
の
で
、
や

め
て
お
い
た
。 

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
５
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
の
じ
か
ん
﹄
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.am
azon

.
co.jp/dp/4167717220

　

２
０
０
８
年
に
設
立
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
会

は
８
日
夜
、
３
年
ぶ
り
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
る
﹁
名
刺
交
換
交
流

会
﹂
を
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

﹁
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
﹂

で
開
催
し
、
Ｎ
Ｊ
州
居
住
者
、

Ｎ
Ｊ
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
り

Ｎ
Ｊ
居
住
者
へ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
、
約
１
０
０

人
の
参
加
者
が
集
っ
た
。

　

参
加
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
や
食
事
の
あ
と
、
香
純

恭
師
範
と
三
宅
由
利
子
さ
ん
に

よ
る
殺
陣
波
濤
流
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
迫
力
あ
る
演
武
、
そ
し
て

藤
原
昌
人
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
社
長

の
音
頭
で
乾
杯
し
た
。

　

新
体
制
の
発
表
会
で
も
あ
っ

た
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ず
13
年

も
同
会
の
運
営
に
携
わ
り
７
年

間
会
長
を
務
め
あ
げ
て
１
月
に

退
任
し
た
吉
岡
ま
こ
さ
ん
が
ス

ピ
ー
チ
。
先
日
Ｎ
Ｊ
州
が
正
式

に
記
念
日
と
認
定
し
た
﹁
フ
レ

ッ
ド
コ
レ
マ
ツ
デ
ー
﹂
に
言
及

し
、
今
後
毎
年
１
月
30
日
に
Ｎ

Ｊ
州
内
各
町
に
同
会
で
桜
の
木

を
植
樹
す
る
計
画
を
披
露
し

た
。
そ
し
て
、
２
月
か
ら
新
会

長
に
就
任
し
た
近
藤
三
奈
さ
ん

か
ら
、
吉
岡
元
会
長
と
本
木
裕

子
元
副
会
長
へ
お
礼
の
花
束
贈

呈
と
吉
平
健
治
副
会
長
、
ハ
リ

ー
西
谷
経
理
担
当
、
近
藤
亜
紗

美
総
務
担
当
ら
新
体
制
役
員
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

　

会
の
発
足
当
時
、
発
起
人
で

初
代
会
長
で
も
あ
っ
た
近
藤

三
奈
会
長
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

１
９
９
３
年
か
ら
25
年
間
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
で
﹁
国
際
子
ど
も
の

日
﹂
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
開
催
し

た
流
れ
か
ら
日
本
人
会
の
立
ち

上
げ
に
繋
が
っ
た
話
。
同
会
の

英
語
の
正
式
名
称
を
昨
年
９
月

よ
り
、
Ｎ
Ｙ
を
は
じ
め
全
米
各

州
で
活
動
す
る
﹁
日
系
人
会
﹂

と
肩
を
並
べ
る
し
っ
か
り
し
た

組
織
と
な
る
よ
う
﹁Japanese 

A
m

erican A
ssociation of 

N
ew

 Jersey

﹂
に
変
更
し
て

登
記
し
た
も
の
の
、
日
本
語
の

呼
び
名
は
以
前
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
る
﹁
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
﹂
を

継
続
使
用
し
て
い
く
と
い
う
報

告
が
さ
れ
た
。
ま
た
近
藤
さ
ん

は
、﹁
今
回
参
加
さ
れ
て
い
る

様
々
な
業
界
の
プ
ロ
の
力
を
借

り
、
若
い
世
代
に
も
し
っ
か
り

引
き
継
い
で
、
一
緒
に
１
０
０

年
続
く
会
を
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
﹂と
語
っ
た
。
同
会
で
は
、

今
後
、
法
律
相
談
、
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
若
い
世

代
の
会
、
奥
様
の
会
、
お
子
様

イ
ベ
ン
ト
、
教
育
、
資
産
形
成
、

老
後
計
画
な
ど
様
々
な
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
な
企
画
を

行
う
予
定
。

　

そ
の
後
、
同
夜
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
約
30
人
の
参
加
者
に
よ
る

﹁
１
分
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
﹂
や
ラ

ッ
フ
ル
で
、
夜
遅
く
ま
で
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。

　

︵
本
紙
・
久
松
茂
、
写
真
も
︶

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
名
刺
交
換
会

新
体
制
役
員
を
発
表

会長就任挨拶をする近藤さん

新体制発表に伴い新旧役員の交代を紹介

　

多
目
的
洗
剤
の
フ
ァ
ビ
ュ

ロ
ソ
︵Fabuloso

︶
は
８
日
、

防
腐
剤
添
加
が
不
十
分
だ
っ

た
た
め
バ
ク
テ
リ
ア
が
繁
殖

す
る
危
険
性
が
あ
る
と
し
て

４
９
０
万
本
の
製
品
を
自
主

回
収
︵
リ
コ
ー
ル
︶
す
る
と

発
表
し
た
。
対
象
と
な
っ
て

い
る
の
は
昨
年
12
月
14
日
か

ら
１
月
23
日
の
間
に
製
造
さ

れ
た
多
目
的
洗
剤
。

　

フ
ァ
ブ
ロ
ッ
ソ
に
よ
れ

ば
、
繁
殖
す
る
バ
ク
テ
リ
ア

に
は
土
壌
や
水
に
広
く
存
在

す
る
環
境
生
物
で
あ
る
緑
膿

菌
や
蛍
光
菌
を
含
む
シ
ュ
ー

ド
モ
ナ
ス
種
の
細
菌
が
含
ま

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
吸
入
し
た
り
、
目

や
皮
膚
の
裂
け
目
か
ら
体
内

に
侵
入
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
免
疫
系
が
健
康
な
人
で

あ
れ
ば
影
響
は
ほ
ど
ん
ど
受

け
な
い
が
、
免
疫
系
が
弱
っ

て
い
る
人
、
外
部
医
療
機
器

を
つ
け
て
い
る
人
、
な
ん
ら

か
の
細
菌
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
な
ど
の
基
礎
疾
患
の
あ
る

人
は
、
治
療
を
必
要
と
す
る

深
刻
な
感
染
の
リ
ス
ク
が
あ

る
。

　

こ
の
リ
コ
ー
ル
は
、
米

国
消
費
者
製
品
安
全
委
員

会
︵
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
︶
と
協
力

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

対
象
の
う
ち
約
３
９
０
万

本
︵
約
80
％
︶ 

は
販
売
さ
れ

て
い
な
い
。
カ
ナ
ダ
で
も

６
万
６
０
０
０
本
が
リ
コ
ー

ル
対
象
と
な
っ
て
い
る
。　

フ
ァ
ビ
ュ
ロ
ソ
は
１
９
８
０

年
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
創
業
さ

れ
、
１
９
９
６
年
に
米
国
に

進
出
。

多
目
的
洗
剤
の
フ
ァ
ビ
ュ
ソ
ロ
回
収

バクテリア繁殖の危険性で 490 万本

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.amazon
https://www.amazon
https://www.amazon
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ

に
あ
る
蒸
留
所
﹁
フ
ィ
フ
ス
・

ハ
ン
マ
ー
・
ブ
リ
ュ
ー
イ
ン
グ
﹂

で
は
、
多
種
多
様
な
ス
タ
イ
ル

の
生
ビ
ー
ル
や
缶
ビ
ー
ル
を
季

節
ご
と
に
取
り
揃
え
て
い
る
。

現
在
販
売
中
の﹁
ラ
ン
ウ
ェ
イ
・

タ
ー
ト
ル
ズ
︵
滑
走
路
の
亀
︶﹂

は
、
キ
ウ
イ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
ス

タ
ー
フ
ル
ー
ツ
、
イ
チ
ゴ
、
桃
、

砂
糖
漬
け
の
ミ
カ
ン
の
皮
な
ど

を
使
い
、
フ
ル
ー
ツ
の
香
り
と

ク
リ
ー
ミ
ー
な
口
当
た
り
が
特

徴
の
人
気
商
品
。
ユ
ー
モ
ア
の

あ
る
こ
の
ビ
ー
ル
の
名
称
は
、

ジ
ャ
マ
イ
カ
湾
に
生
息
し
、
巣

作
り
シ
ー
ズ
ン
に
は
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空

港
の
滑
走
路
に
侵
入
す
る
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
バ
ッ
ク
・
テ
ラ
ピ
ン

と
い
う
亀
に
敬
意
を
表
し
て
名

づ
け
ら
れ
た
。
港
湾
局
の
報
告

に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
の
営

巣
シ
ー
ズ
ン
に
は
５
０
０
匹
以

上
の
亀
を
滑
走
路
か
ら
運
び
出

し
、
近
く
の
湿
地
に
移
動
し
た

と
い
う
。
16
オ
ン
ス
缶
︵
９
ド

ル
︶、
持
ち
帰
り
用
４
本
セ
ッ

ト
︵
20
ド
ル
︶
で
販
売
中
。
22

日
︵
水
︶
午
後
５
時
か
ら
10
時

ま
で
は
、
た
こ
焼
き
イ
ベ
ン
ト

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
で
ビ
ー
ル

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

︵
五
番
街
１
０
０
０
番
地
︶
で

は
昨
年
夏
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
し
て
い
た
日
本
語
に
よ
る

ハ
イ
ラ
イ
ト
ツ
ア
ー
が
再
開
さ

れ
て
い
る
。
毎
週
火
・
金
・
日

曜
午
前
11
時
15
分
か
ら
約
１
時

間
、
知
識
豊
富
な
ガ
イ
ド
が
、

見
ど
こ
ろ
や
お
す
す
め
の
展
示

を
案
内
し
て
く
れ
る
。

　

１
月
20
日
、
山
本
伸
子
さ
ん

に
よ
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

ま
ず
は
エ
ジ
プ
ト
の
デ
ン
ド
ゥ

ー
ル
神
殿
。
ダ
ム
に
沈
む
遺
跡

を
丸
ご
と
移
築
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
同
館
必
見
の
展
示
だ
。

神
と
王
の
見
分
け
方
、
移
築
に

ま
つ
わ
る
逸
話
な
ど
興
味
深
い

語
り
に
、早
速
引
き
込
ま
れ
る
。

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
や
ル
ノ
ワ
ー
ル

の
絵
画
説
明
も
非
常
に
詳
し

く
、﹁
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
が
語
っ

て
い
る
み
た
い
﹂﹁
そ
ん
な
制

作
秘
話
が
あ
っ
た
と
は
！
﹂
と

感
嘆
す
る
参
加
者
も
い
た
。
シ

カ
ゴ
駐
在
中
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

観
光
で
来
た
山
上
圭
吾
さ
ん
真

理
子
さ
ん
夫
妻
は
﹁
普
段
何
気

な
く
見
て
い
た
作
品
に
い
ろ
い

ろ
な
意
味
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
﹂
と
話
し
て
い

た
。
こ
の
日
は
他
に
ア
メ
リ
カ

美
術
、
印
象
派
、
現
代
彫
刻
な

ど
を
凝
縮
し
た
内
容
で
廻
り
、

同
美
術
館
の
魅
力
の
一
端
を
短

時
間
で
堪
能
し
た
。

　

日
本
語
ガ
イ
ド
は
現
在
、
平

日
８
人
、
日
曜
は
３
人
が
交
代

で
担
当
し
、
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
各
人

が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
内
容
で
案

内
す
る
の
で
、
同
じ
作
品
で
も

ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
異
な
る
そ
う

だ
。
ガ
イ
ド
に
な
る
た
め
の
勉

強
は
約
１
年
、
絶
え
ず
情
報
や

知
識
を
収
集
し
、
ツ
ア
ー
直
前

に
予
定
コ
ー
ス
を
廻
り
展
示
が

案
内
す
る
位
置
に
あ
る
か
を
確

認
し
て
本
番
に
臨
む
等
、
そ
の

労
力
は
計
り
知
れ
な
い
。
同
美

術
館
や
ア
ー
ト
を
愛
す
る
気
持

ち
だ
け
で
は
な
く
、
少
し
で
も

深
く
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
奉
仕
精
神
あ
っ
て
こ
そ
。

山
本
さ
ん
は
﹁
観
光
で
い
ら
し

た
方
に
限
ら
ず
、
ぜ
ひ
地
元
の

方
や
国
内
観
光
の
方
に
も
参
加

し
て
ほ
し
い
﹂と
話
し
て
い
る
。

　

参
加
料
金
は
美
術
館
の
入
場

料
を
払
え
ば
無
料
。
集
合
場
所

は
、
大
階
段
の
手
前
左
側
１

階
の
ベ
レ
ス
ブ
ラ
ン
コ
の
回

廊
︵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
５
３
４
︶。

詳
細
は
同
館
の
公
式
サ
イ
ト

w
w

w
.m

etm
useum

.org/
v

isit/plan
-y

ou
r-v

isit/
m

et-fifth-avenue

で
﹁

日

本
語
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

　
　

︵
小
味
か
お
る
、
写
真
も
︶

　

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
は

毎
年
２
月
、B

lack H
istory 

M
onth

︵
黒
人
歴
史
月
間
︶

ま
た
は A

frican-A
m

erican 
H

istory M
onth

︵

ア

フ

リ

カ
系
ア
メ
リ
カ
人
歴
史
月
間
︶

と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
系
の
偉
人

や
彼
ら
の
歴
史
を
回
想
し
、
市

内
各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
や
ダ
ン

ス
、
ア
ー
ト
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。　

　

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
る
Ｎ

Ｙ
市
立
大
学
ク
イ
ー
ン
ズ
カ

レ
ッ
ジ
で
は
今
月
は
﹁Q

C
 Is 

B
lack H

istory

﹂
と
題
し
た

複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
る
。
最
終
日
と
な
る
28
日

︵
火
︶
午
後
６
時
か
ら
は
、
人

種
、
性
的
指
向
、
性
自
認
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る

﹁M
y

 B
lack Q

ueern
ess

﹂

︵
入
場
無
料
︶
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
大
学
の
協
力
の
下
で

運
営
さ
れ
て
い
る
﹁
ル
イ
・

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ハ
ウ

ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂︵34-

56 107th St. C
orona

︶
で

は
、
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ
の
人
生
が
い
か
に
世
界
の
音

楽
と
公
民
権
運
動
に
影
響
を

与
え
た
か
を
探
る
特
別
ツ
ア

ー
﹁
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ブ
ル
ー
﹂
を

２
月
中
の
木
曜
か
ら
土
曜
ま
で

開
催
し
て
い
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
lou

isarm
stron

g
h

ou
se.

org/ 楽しい
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 www.nyseikatsu.com

黒人歴史
月間

クイーンズ・カレッジで

討論会など開催

日本語ツアーを再開
メトロポリタン美術館

Fifth Hammer Brewing　　10-28 46th Avenue Queens, NY, 11101
https://www.fifthhammerbrewing.com

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.fifthhammerbrewing.com
http://www.nyseikatsu.com
www.metmuseum.org/visit/plan-your-visit/met-fifth-avenue
https://www.louisarmstronghouse.org/
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 BOOKS
　

力
よ
り
も
技
、
技
よ
り
も
心

を
大
切
に
す
る
﹁
人
間
空
手
﹂

を
モ
ッ
ト
ー
に
米
国
で
創
立
44

年
の
世
界
誠
道
空
手
を
広
げ
、

米
国
40
支
部
、
日
本
国
内
30
支

部
を
含
め
世
界
１
２
０
支
部
を

持
つ
道
場
の
創
設
者
、
中
村
忠

氏
が
、
日
本
の
空
手
雑
誌
﹁
フ

ル
コ
ン
タ
ク
トK

A
R

A
T

E

﹂

の
２
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
。

極
真
空
手
の
大
山
道
場
の
代
表

と
し
て
１
９
６
４
年
に
タ
イ
王

国
へ
遠
征
。
ル
ン
ピ
ニ
ー
・
ス

タ
ジ
ア
ム
で
ム
エ
タ
イ
選
手
と

ム
エ
タ
イ
ル
ー
ル
で
対
戦
し
、

２
ラ
ウ
ン
ド
Ｋ
Ｏ
勝
利
し
た
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ

た
。
当
時
、
３
人
の
空
手
家
が

タ
イ
式
ボ
ク
シ
ン
グ
︵
ム
エ
タ

イ
︶
と
の
他
流
試
合
を
行
う
た

め
、
同
年
１
月
15
日
羽
田
発
の

日
航
機
で
旅
立
っ
た
。
異
種
格

闘
技
に
挑
ん
だ
の
は
、
極
真
会

︵
大
山
倍
達
総
裁
︶
の
師
範
代
・

黒
崎
健
時
︵
当
時
四
段
︶、
中

村
忠
︵
同
二
段
︶、
藤
平
昭
雄

︵
同
初
段
︶。
し
か
し
、
バ
ン
コ

ク
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
試
合
は
、
延
期
に
次
ぐ

延
期
で
精
神
を
消
耗
し
、
対
戦

相
手
も
現
地
で
変
わ
る
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
の
連
続
だ
っ
た
。

い
か
に
３
人
が
逆
境
を
乗
り
越

え
、
空
手
を
勝
利
に
導
い
た
の

か
。
生
き
る
伝
説
と
も
言
わ
れ

る
﹁
世
界
誠
道
空
手
道
連
盟
誠

道
塾
﹂
の
創
設
者
、
中
村
会
長

を
大
特
集
し
て
い
る
。

　

中
村
氏
は
、
１
９
４
２
年
2

月
22
日
生
ま
れ
。
段
位
は
十

段
。
樺
太
真
岡
郡
真
岡
町
︵
現

在
の
ロ
シ
ア
極
東
連
邦
管
区
サ

ハ
リ
ン
州
ホ
ル
ム
ス
ク
︶
出

身
。
駒
場
東
邦
高
校
一
期
生
。

１
９
６
５
年
に
日
本
大
学
理
工

学
部
建
築
学
科
卒
業
後
、
初
代

首
席
師
範
に
任
命
さ
れ
る
。
門

下
生
の
増
加
や
定
着
を
良
く
す

る
た
め
に
、
夜
だ
け
で
あ
っ
た

稽
古
を
朝
・
昼
・
夜
の
三
ク
ラ

ス
に
増
や
し
、
夏
冬
の
合
宿
も

指
揮
。
こ
れ
ら
は
極
真
会
館
の

公
式
行
事
と
な
っ
た
。
10
月
15

日
に
は
百
人
組
手
を
完
遂
し

た
。

　

66
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
指
導
を
始
め

る
。門
下
生
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

オ
リ
バ
ー
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ

ー
チ
ン
ら
が
い
る
。中
村
含
め
、

彼
ら
は
劇
画﹁
空
手
バ
カ
一
代
﹂

の
重
要
人
物
と
し
て
も
登
場
し

て
い
る
。
中
村
は
ア
メ
リ
カ
各

地
の
他
に
も
、
南
米
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

も
行
き
、
現
地
門
下
生
の
指
導

や
演
武
を
行
っ
た
。
演
武
の
真

剣
白
刃
取
り
や
氷
柱
割
り
は
、

極
真
会
館
主
催
の
オ
ー
プ
ン
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
全
日
本
空
手
道
選

手
権
大
会
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
全
世
界
空
手
道
選

手
権
大
会
で
も
披
露
し
た
。
こ

れ
ら
選
手
権
大
会
で
主
審
を
務

め
、
決
勝
戦
も
裁
い
て
い
る
。

71
年
に
北
米
本
部
を
設
置
し
、

初
代
北
米
委
員
長
に
任
命
さ
れ

る
。
76
年
に
極
真
会
館
を
離
れ

︵
当
時
の
段
位
は
六
段
︶、
世
界

誠
道
空
手
道
連
盟
誠
道
塾
を
設

立
。
大
山
は
中
村
を
﹁
将
来
の

後
継
者
に
﹂
と
考
え
て
い
た
よ

う
で
、
中
村
が
極
真
会
館
を
去

っ
た
時
に
は
日
本
と
世
界
の
極

真
関
係
者
へ
の
激
震
は
多
大
な

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

中
村
が
88
年
に
出
版
し
た
自

著﹃
人
間
空
手
﹄︵
主
婦
の
友
社
︶

で
、
中
村
は
﹁
今
思
う
と
大
山

館
長
の
生
徒
を
育
て
る
愛
情
と

情
熱
、
親
し
み
や
す
く
素
朴
な

面
、
頭
が
良
く
て
努
力
家
、
夢

を
た
く
さ
ん
語
る
事
、
な
ど
僕

が
影
響
を
受
け
た
り
、
見
習
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
事
が
随
分

あ
り
ま
す
﹂と
回
顧
し
て
い
る
。

　

現
在
は
本
部
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

チ
ェ
ル
シ
ー
校
の
道
場
と
、
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
浄
心
本

山
道
場
を
持
ち
、
二
代
目
の
彰

氏
と
共
に
人
間
空
手
の
普
及
に

今
も
努
め
て
い
る
。　

︵
三
浦
︶

 空手の強さ世界に示す
59 年前の極真空手 VS タイ式ボクシング

フルコンタクト KARATE 誌２月号で特集

■こぽこぽ、珈琲（湊かなえ・星野博美ほか、河出文庫）
サイフォンで淹れるコーヒーの音がタイトルになっている
珈琲にまつわるエッセイのアンソロジー。寺田虎彦、内田
百聞、山口瞳、吉田健一など往年の作家をはじめ、現代の
人気作家湊かなえ、よしもとばなな、村上春樹などによる
31 篇を収載。コーヒーの香りと各作家のコーヒーへの思
いが広がる。■のほほん絵日記（さくらももこ、集英社文
庫）2018 年 53 歳という若さで亡くなったさくらももこ。
現在も『ちびまるこちゃん』は放映され人気は永遠だ。本
書はやんちゃな息子との出来事や健康のため作ったお酒を
飲みすぎて酔ったことなど日常のおもしろいことを綴った
絵日記。■学校はなぜ退屈でなぜ大切なのか（広田照幸、
ちくまプリマー新書）現場の教師は忙しく教育について立
ち止まって考える暇はなく、子供たちも理由を知らずに学
校に通う。そんな現実を見直すために、教育とは子供たち
が平和で民主的な国家の形成者になるためであるという教
育基本法と教育の本質を説明する。■あんの明日　お勝手
のあん〈７〉（柴田よしき、ハルキ文庫）時代劇の「赤毛
のアン」と言われる人気のお勝手のあんシリーズ第 7 弾。
一人前の料理人として歩み始めたおやす。料理に興味を持
ち始め歩み出したとめ吉と 2 人で考え出した料理は紅屋の
新たな名物になる。煮売り屋で知り合った一郎。二人はい
つしか気の合う友人から未来を見つめる仲になっていく。■此の世の果ての
殺人（荒木あかね、講談社）第 68 回江戸川乱歩賞受賞作。著者は九州大学
卒業後に本賞を受賞し、史上最年少。小惑星テロスが日本に衝突することが
発表され、大混乱に陥った。そんな中、小春は淡々と太宰府で自動車の教習
を受け続けている。教習車のトランクを開けると、滅多刺しにされた女性の
死体を発見。教官で元刑事のイサガワとともに、地球最後の謎解きを始める。
■モナドの領域（筒井康隆、新潮文庫）「わが最高傑作にして、おそらくは
最後の長篇」若い世代にも支持される筒井康隆が 81 歳の時、文芸誌『新潮』
2015 年 10 月号に一挙掲載された長篇。河川敷で発見された片腕はバラバ
ラ事件の発端と思われたが、想像を超える方向に進んでいく。( 山河藍 )
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

近
現
代
作
家
に
よ
る
、
珈
琲
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。
さ
く
ら
も
も
こ
の
絵
日
記
。

教
育
の
本
質
を
社
会
科
学
的
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
お
勝
手
の
あ
ん
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。

世
の
終
わ
り
に
発
生
し
た
殺
人
事
件
の
謎
。
筒
井
康
隆
の
予
測
不
可
能
な
長
編
小
説
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

１
９
７
５
年
、
世
界
最
高
峰

エ
ベ
レ
ス
ト
に
女
性
と
し
て
世

界
で
初
め
て
登
頂
、
92
年
に
は

女
性
で
世
界
初
の
７
大
陸
最
高

峰
登
頂
者
と
な
っ
た
登
山
家
、

田
部
井
淳
子
さ
ん
︵
１
９
３
９

〜
２
０
１
６
︶
の
人
生
を
描
い

た
歴
史
小
説
。
女
性
に
エ
ベ
レ

ス
ト
登
頂
は
不
可
能
だ
と
言
わ

れ
て
い
た
時
代
に
、
夢
を
諦
め

る
こ
と
な
く
、
恐
怖
を
克
服
し
、

自
己
を
成
長
さ
せ
、
挑
戦
か
ら

逃
げ
な
か
っ
た
田
部
井
さ
ん
の

内
な
る
強
さ
と
そ
の
生
き
方
を

綴
っ
て
い
る
。

　

出
版
社
の
レ
ベ
ル
ガ
ー
ル
ズ

は
、
世
界
中
の
女
の
子
た
ち
に

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え

自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

ブ
ラ
ン
ド
。
76
歳
ま
で
踊
り
続

け
た
キ
ュ
ー
バ
の
バ
レ
エ
ダ
ン

サ
ー
、
ア
リ
シ
ア
・
ア
ロ
ン
ソ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功

績
を
収
め
た
実
在
の
女
性
を
取

り
上
げ
、
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
世

界
51
の
言
語
で
出
版
し
て
い

る
。
２
０
２
０
年
に
発
行
し
た

本
書
は
小
学
３
年
生
以
上
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、
田
部
井
さ

ん
を
知
ら
な
い
大
人
に
も
、
親

子
で
楽
し
め
る
本
。　

︵
高
田
︶

女
性
登
山
家
、
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
人
生

 『Junko Tabei 
Masters the Mountains』

Written by Rebel Girls 
Published by Rebel Girls

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://usa.kinokuniya.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

﹁
記
・
紀
﹂
の
神
代
条
に
五

穀
や
蚕
の
発
祥
が
豊
葦
原
の
中

津
国
＝
出
雲
国
と
か
か
れ
て
い

る
こ
と
は
、
古
代
出
雲
王
国
は

あ
ま
ね
く
大
陸
文
化
の
上
陸
地

で
あ
り
大
和
国
に
さ
き
だ
つ
先

進
国
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
の
所
在
地
は
今
の
出

雲
市
で
は
な
く
、
島
根
県
を

代
表
す
る
郷
土
民
謡
の
﹁
安

来
節
︵
や
す
ぎ
ぶ
し
︶
﹂
が
誕

生
し
た
安
来
の
周
辺
だ
っ
た

と
い
う
。
島
根
県
埋
蔵
文
化

セ
ン
タ
ー
の
資
料
に
よ
る
と
、

２
０
０
３
年
の
時
点
で
弥
生
時

代
中
期
〜
古
墳
時
代
後
期
に
か

け
て
の
１
万
48
か
所
の
遺
跡
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

古
墳
の
経
時
的
な
推
移
を
み
る

と
安
来
↓
松
江
↓
出
雲
の
変
遷

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

四
隅
が
ヒ
ト
デ
の
よ
う
に
と
び

だ
し
た
出
雲
神
族
と
く
ゆ
う
の

大
型
墳
丘
墓
の
四
隅
突
出
型
墳

丘
墓
︵
し
す
み
と
っ
し
ゅ
つ
が

た
ふ
ん
き
ゅ
う
ぼ
︶
が
見
つ
か

っ
て
お
り
、
山
陰
地
方
東
部
か

ら
北
陸
地
方
南
部
に
か
け
て
首

長
の
あ
い
だ
に
強
い
結
び
つ
き

な
ど
政
治
的
勢
力
の
同
盟
関
係

が
あ
っ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
副
葬
品
に
は
銅
鏡
・

ガ
ラ
ス
製
品
・
鉄
剣
・
馬
具
・

大
量
の
銅
剣
な
ど
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
も
最
初
に

出
雲
あ
り
き
で
は
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
安

来
市
だ
け
で
な
く
出

雲
市
に
も
大
型
の
古

墳
が
あ
り
、
弥
生
時

代
後
期
に
は
出
雲
地
方
の
東
西

に
２
大
勢
力
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
ら
は
太
陽
を
崇
拝

す
る
渡
来
人
だ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
山
陰
地
方
に
渡
来
し
た
天

津
神
、
出
雲
族
と
い
わ
れ
る
イ

ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
鎮
座
す
る

日
本
最
古
の
大
社
造
の
国
宝

﹃
神
魂
︵
か
も
す
︶
神
社
﹄
も

松
江
市
に
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
出
雲
国
の
主
人

公
で
あ
っ
た
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ

︵
大
国
主
命
︶
は
﹁
意
宇
国
之

主
＝
オ
ウ
ク
ニ
ノ
ヌ
シ
﹂
で
あ

る
以
上
﹁
意
宇
郡
︵
お
う
ぐ
ん
︶

＝
出
雲
国
最
大
の
郡
﹂
に
祭
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
出
雲

大
社
は
意
宇
国
︵
出
雲
︶
の
端

に
建
て
ざ
る
お
え
な
か
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
一
般
的
に
知
ら

れ
て
い
る
﹁
国
譲
り
﹂
が
行
わ

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に

は
﹁
記
・
紀
﹂
に
こ
の
文
言
は

ど
こ
に
も
記
述
は
な
い
と
の
こ

と
だ
が
神
話
に
よ
る
と
、
ア
マ

テ
ラ
ス
︵
天
照
大
神
︶
は
、
豊

葦
原
の
中
津
国
を
孫
の
ニ
ニ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
︵
瓊
瓊
杵
命
︶
に
統

治
さ
せ
よ
う
と
考
え
、
ア
マ
ノ

ト
リ
フ
ネ
︵
天
鳥
船
︶
を
従
え

た
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
子
で

あ
る
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
︵
建
御
雷

神
︶
に
、
国
譲
り
を
オ
オ
ク
ニ

ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
と
談
判
さ
せ
て

成
功
し
た
と
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
大
国
主
命
が
ス
サ

ノ
ウ
ノ
命
か
ら
出
さ
れ
た
難

題
で
拾
っ
て
き
た
鳴
鏑
の
矢

を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン

し

た

ペ

ン

ダ

ン

ト
、

鳴

鏑

︵N
A

R
IK

A
B

U
R

A

︶
が
株
式

会
社
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
か
ら
お
目

見
え
し
た
。

津
延
美
衣
︵
つ

の
べ
み
え
︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー　
鳴鏑（NARIKABURA）

ペンダント

61

山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々

﹃
出
雲
国
の
主
人
公　

大
国
主
命
﹄
１
﹂
34

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
・
フ
ラ
ン
ス
人
学
校
理
事
長

の
園
田
明
淑
さ
ん
︵
90
︶
が
フ

ラ
ン
ス
政
府
か
ら
今
月
９
日
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に

よ
っ
て
１
８
０
２
年
に
創
設
さ

れ
た
名
誉
あ
る
レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ

ー
ル
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
。
こ

の
勲
章
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
同
国
に
貢
献
し
た
人
物
に
与

え
ら
れ
る
賞
と
し
て
広
く
知
ら

れ
、
騎
士
︵
ナ
イ
ト
︶
と
し
て

の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。

　

１
９
６
４
年
に
創
立
さ
れ
た

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
学
校
は
、

１
９
８
５
年
に
夫
の
故
園
田
幸

司
博
士
が
経
営
権
を
取
得
し
た

後
、
日
本
人
学
校
が
併
設
さ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
、

そ
し
て
日
本
と
の
文
化
交
流
の

発
展
に
、
同
校
が
長
年
寄
与
し

た
こ
と
に
対
し
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
館
の
ロ

ベ
ー
ル
総
領
事
か
ら
勲
章
が
伝

達
さ
れ
た
︵
１
面
に
記
事
︶。

　

﹁
す
べ
て
は
夫
が
築
い
た
こ

と
を
引
き
継
い
だ
ま
で
で
、
私

は
も
ら
う
資
格
は
な
い
で
す
﹂

と
控
え
め
に
語
る
園
田
さ
ん

は
、
産
婦
人
科
医
と
し
て
長
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
業
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
人

を
含
む
１
万
人
以
上
の
赤
ち
ゃ

ん
を
と
り
あ
げ
て
き
た
人
だ
。

１
９
６
３
年
に
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン

ズ
の
チ
ュ
レ
ー
ン
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
、
69
年
に
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
で
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
業
。
横
浜
国
立
大
を
卒
業

し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院

の
学
生
だ
っ
た
夫
の
幸
司
氏
と

64
年
に
結
婚
、
幸
司
氏
が
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
米
協
会
会
長

︵
会
員
３
０
０
人
、
１
９
８
５

年
当
時
︶
だ
っ
た
86
年
６
月
に

私
費
で
経
営
権
を
買
い
取
り
日

本
人
高
校
を
同
年
９
月
に
開
校

し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
リ
セ
・

ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
︵
新
元

良
一
校
長
、
在
籍
児
童
１
７
０

人
︶
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
開
校
の
様
子
を
伝
え

る
読
売
新
聞
の
米
国
現
地
版

﹁
ザ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヨ
ミ

ウ
リ
﹂
１
９
８
６
年
８
月
７
日

号
に
よ
る
と
、
日
本
人
高
校
が

で
き
た
の
は
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
44

丁
目
、五
番
街
と
６
番
街
の
間
。

そ
の
後
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
の
ア
ー
ズ
レ
ー
の
校
舎
で
フ

ラ
ン
ス
人
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス

を
使
っ
て
日
本
人
学
校
と
し
て

の
経
営
を
し
て
い
た
。
し
か
し

２
０
０
５
年
１
月
２
日
に
幸
司

さ
ん
が
肝
臓
が
ん
の
た
め
急
逝

し
た
こ
と
か
ら
学
校
経
営
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
。
産
婦
人
科
医

と
学
校
経
営
と
の
両
立
は
大
変

だ
っ
た
が
、
医
師
の
長
男
・
幸

男
さ
ん
と
弁
護
士
の
長
女
・
ミ

ド
リ
さ
ん
が
力
と
な
っ
て
支
え

て
く
れ
た
。
日
本
か
ら
の
医
学

生
た
ち
を
世
話
す
る
の
が
大
好

き
だ
っ
た
夫
の
言
葉
が
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。﹁
僕
は
90
歳

に
な
っ
て
も
杖
を
つ
い
て
で
も

学
校
経
営
を
や
っ
て
い
く
よ
﹂。

今
、
自
分
が
そ
の
年
に
な
り
、

改
め
て
夫
か
ら
バ
ト
ン
を
渡
さ

れ
た
気
持
ち
だ
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

仏政府から騎士の称号

園田明淑さん

夫
の
遺
志
継
ぎ
日
仏
子
女
教
育
に
身
を
捧
げ
る

リセ・ケネディ理事長

https://mijikan.blogspot.com/
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
tel:2122136069
http://www.yamagatadental.net/
http//mijikan.blogspot.com/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

１
月
28
日
、
Ｎ
Ｊ
補
習
授
業

校
︵
高
畑
誠
校
長
︶
で
初
等
部

児
童
会
主
催
﹁
カ
ル
タ
大
会
﹂

が
行
わ
れ
た
。
児
童
間
の
縦
の

交
流
を
促
進
す
る
た
め
今
回
は

４
年
生
と
一
緒
に
カ
ル
タ
大
会

を
実
施
し
た
。
4
・
5
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
す
る
カ
ル

タ
は
、﹁
飛
行
機
で　

会
い
に

い
く
よ　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
﹂﹁
補

習
校　

日
本
語
学
ぶ　

唯
一
の

日
﹂
﹁
れ
ん
こ
ん
で　

見
通
し

良
く
な
る　

お
正
月
﹂
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
６
年
生
が
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
考
え
た
も
の
。
昼

休
み
の
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

っ
た
が
、
ど
の
児
童
も
笑
顔
で

交
流
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

児
童
会
主
催

﹁
カ
ル
タ
大
会
﹂

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校(

高
畑
誠
校
長)

で
４
日
、

幼
児
部
の
ク
ッ
キ
ン
グ
﹁
フ
ル

ー
ツ
パ
フ
ェ
作
り
﹂
が
行
わ
れ

た
。

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
そ
し

て
マ
ス
ク
を
つ
け
、
バ
ナ
ナ
、

イ
チ
ゴ
、
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
等
の
フ
ル
ー
ツ
を
丁

寧
に
カ
ッ
ト
。
中
に
は
、
み
じ

ん
切
り
に
し
て
し
ま
う
ほ
ど
細

か
く
切
る
強
者
も
現
れ
た
。

　

フ
ル
ー
ツ
を
切
っ
た
後
は
盛

り
付
け
タ
イ
ム
に
。
コ
ー
ン
フ

ロ
ス
ト
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ホ
イ

ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
渡
さ
れ
た
子

ど
も
達
は
、
先
生
の
説
明
後
に

1
段
目
に
イ
チ
ゴ
、
マ
ス
カ
ッ

ト
等
々
、
思
い
思
い
の
順
番
で

カ
ラ
フ
ル
に
層
を
重
ね
て
い
っ

た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
で
き
あ
が
っ
た

フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
は
、
食
べ
る

た
め
に
あ
る
。
ス
プ
ー
ン
で
ほ

お
ば
る
子
ど
も
達
は
﹁
お
い
し

い
、
お
い
し
い
﹂
と
満
面
の
笑

み
。
次
か
ら
次
へ
と
口
の
中
へ

ス
プ
ー
ン
を
運
ん
で
い
た
。

美味しいフルーツパフェ作り NJ 補習授業校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
小
学
部
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ

ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
︶
の
６
年

生
７
人
は
１
月
31
日
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
に
あ
る
国
際
連
合
本
部

を
見
学
し
た
。

　

社
会
科
の
授
業
で
事
前
学
習

を
し
て
臨
ん
だ
国
連
ツ
ア
ー
で

は
、
ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
国
連
本
部
内
を
進
ん
だ
。

６
年
生
に
と
っ
て
国
連
本
部

は
、
長
崎
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
私

た
ち
に
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え

る
浦
上
天
主
堂
マ
リ
ア
像
、
実

際
に
会
議
が
行
わ
れ
る
﹁
安
全

保
障
理
事
会
﹂の
会
議
場
な
ど
、

世
界
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て

く
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
国
語
科
や
社
会
科

の
授
業
を
通
し
て
世
界
の
平
和

に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
日
本

が
安
保
理
の
非
常
任
理
事
国
に

選
出
さ
れ
た
特
別
な
年
に
国
連

本
部
を
訪
れ
、
世
界
中
で
平
和

の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
実
際
に
見
学

し
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
更
に

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
月

に
は
卒
業
し
、
同
学
園
か
ら
世

界
へ
と
大
き
く
羽
ば
た
く
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
平
和
の
た

め
に
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
、
考
え
、
実
感
し
た
一

日
と
な
っ
た
。
同
学
園
の
行
事

は
こ
ち
ら
︵https://tw

itter.
com

/IkueiN
y

︶
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

国連本部
6年生が見学
NY育英学園

https://satoricollegeplanning.com/
http://www.seido.com
https://jp.lyceumkennedy.org/
https://www.bozubrooklyn.com/
http://ymcatfv.org/
mailto:kazenowabg@gmail.com
https://twitter.com/IkueiNy
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
“AASP スキル”の “S”
—“Self-selective”を育成するには（３）

　

前
回
は
、
米
国
留
学
に
渡
る

前
の
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

日
本
的
な
受
け
身
の
発
言
文
化

を
打
ち
破
り
自
信
を
持
た
せ
る

訓
練
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
お

話
し
し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
具

体
的
な
指
導
例
と
し
て
、
ま
ず

発
言
点
制
度
を
設
け
て
強
制
的

な
側
面
か
ら
始
め
る
こ
と
、
そ

の
反
面
、
間
違
っ
た
こ
と
を
言

っ
て
も
﹁
そ
れ
は
面
白
い
発
想

だ
﹂
と
生
徒
の
発
言
を
尊
重
す

る
こ
と
、
ま
た
段
々
と
挙
手
を

せ
ず
、
み
ん
な
に
会
話
を
自
由

に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
後
半

の
訓
練
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
段
階
に
到
達
す
る

ま
で
に
、
ど
う
し
て
も
活
発
な

生
徒
と
そ
う
で
な
い
生
徒
の
差

が
生
じ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
米

国
の
ク
ラ
ス
で
は
、
一
部
の
同

じ
生
徒
ら
が
何
度
も
発
言
を
繰

り
返
す
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ

ま
す
。
も
し
同
様
の
問
題
が
起

こ
っ
た
場
合
、
指
導
者
と
し
て

は
ど
う
対
応
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
日
本
の
教
育
文
化
で

は
、
頻
繁
に
発
言
す
る
生
徒
に

対
し
て
先
生
が
﹁
あ
な
た
は

も
う
い
い
か
ら
黙
っ
て
て
。﹂

な
ど
と
冷
た
く
接
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
批
判
は
避
け
る
べ
き
で

す
。
逆
に
、
積
極
的
な
発
言

者

に “
T

hanks for your 
contribution.” 

と
感
謝
す
る

一
方
、
そ
れ
以
外
の
生
徒
か
ら

の
発
言
を
ど
う
引
き
出
す
か

で
、
指
導
者
と
し
て
の
技
量
が

試
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
討
論

の
ク
ラ
ス
で
何
か
テ
ー
マ
を
決

め
て
、﹁
〇
〇
に
賛
成
か
反
対

か
﹂
を
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
決

め
、
そ
の
理
由
を
論
理
的
に
説

明
さ
せ
る
練
習
を
す
る
と
し
ま

す
。
活
発
な
生
徒
ら
は
比
較
的

早
く
返
答
し
て
、
い
ろ
い
ろ
理

由
を
述
べ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
他
の
消
極
的
な
生
徒
ら

は
、
例
え
ば “

M
e too.”

や “
I 

agree w
ith her.”

な
ど
と

他
に
同
調
的
な
返
答
の
み
を
し

が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ

れ
ら
を
打
開
す
る
た
め
に
、
次

の
二
つ
の
ル
ー
ル
を
作
り
実
行

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

が
あ
る
程
度
の
回
数
は
発
言
す

る
と
い
う
こ
と
が
必
須
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル

を
基
盤
に
し
て
、
全
員
が
発
言

参
加
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
討
論
を
達
成
で
き
れ
ば
、
生

徒
ら
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い

訓
練
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
評
価
に
つ
い
て
は
、
向

上
を
目
的
と
し
て
あ
る
程
度
の

頻
度
で
行
い
ま
す
。
例
え
ば

３
、
４
週
に
一
度
ほ
ど
、
自
分

た
ち
の
討
論
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ

て
、
自
身
の
発
言
を
観
て
客
観

的
に
自
己
評
価
さ
せ
、﹁
こ
こ

は
良
か
っ
た
﹂﹁
こ
こ
は
意
味

が
は
っ
き
り
し
な
い
﹂﹁
次
に

こ
う
言
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
？
﹂
と
い
っ
た
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
与
え
る
の
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
の
２
、
３
回

は
、
英
語
を
話
す
留
学
生
な
ど

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
実
際

の
留
学
先
で
の
ク
ラ
ス
を
仮
定

と
し
た
討
論
を
実
行
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
日
本
人
生

徒
ら
が
急
に
お
と
な
し
く
な
ら

な
い
よ
う
、
簡
単
な
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
な
が
ら
も
上
記
と
同

じ
ル
ー
ル
を
続
け
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
発
言
訓
練
の
コ
ー
ス
を

留
学
前
の
せ
め
て
一
学
期
︵
四

ヶ
月
︶
経
験
す
る
の
と
し
な
い

の
で
は
、
大
き
な
違
い
が
出

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

のA
A

SP

ス
キ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
レ
ッ
ス
ン
プ
ラ
ン
と
し
て

は
、
意
見
を
明
確
に
表
現
で
き

る
発
言
の
構
築
と
そ
の
効
果

的
な
発
話
指
導
を
授
業
の
前
半

に
、
そ
し
て
発
言
権
の
取
り
方

を
教
え
な
が
ら
、
実
際
の
討
論

を
後
半
に
持
っ
て
く
る
の
が
良

い
構
成
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
次
回
は
毎
回
の
討
論
で
設

定
す
る
目
的
や
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
フ
レ
ー
ズ
導
入
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。︵
つ

づ
く
︶
た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ

＝
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語

学
教
育
博
士
。
日
本
語
・
英
語

共
に
様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学

術
記
事
な
ど
執
筆
。著
書
に﹃
ア

メ
リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子

ど
も
の
教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通

信
出
版
社
︶
な
ど
。

　

ま
ず
一
つ
目
の
ル
ー
ル
と
し

て
、
例
え
ば
返
答
が
他
と
同
じ

方
向
の
も
の
で
も
、
自
分
独
自

の
理
由
を
説
明
し
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は“

but in m
y case, 

it’
s a little differen

t, 
because ―

”

と
い
っ
た
フ
レ

ー
ズ
を
使
用
さ
せ
て
、
自
分
の

理
由
は
こ
う
違
う
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
強
調
さ
せ
ま
す
。
自
分

自
身
の
経
験
談
な
ど
を
含
ま
せ

て
も
い
い
で
す
ね
。
二
つ
目
の

ル
ー
ル
は
、
生
徒
の
発
言
回
数

を
で
き
る
だ
け
均
等
に
保
つ
目

的
の
も
の
で
、
例
え
ば
生
徒
一

人
に
つ
き
発
言
は
最
低
二
回
以

上
、
し
か
し
上
限
は
四
回
ま
で

な
ど
と
決
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
同
じ
生
徒
が
何
度
も
し
ゃ
べ

り
続
け
て
周
り
の
子
ら
の
発
言

機
会
を
奪
っ
て
し
ま
う
の
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
こ

の
ル
ー
ル
で
は
、
ク
ラ
ス
全
員

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
︵
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
園
児
児
童
生

徒
数
１
３
８
人
︶
は
11
日
、
小

学
部
で
な
わ
と
び
大
会
を
行
っ

た
。
き
ん
と
冷
え
た
空
気
と
澄

ん
だ
青
空
の
も
と
、
広
々
と
し

た
屋
上
の
プ
レ
イ
グ
ラ
ン
ド
で

実
施
し
た
。

　

同
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
学

部
で
は
、
国
語
・
算
数
な
ど
の

教
科
に
加
え
、
体
育
の
授
業
を

毎
週
︵
高
学
年
は
月
に
一
回
︶

取
り
入
れ
て
い
る
。
１
学
期
に

は
玉
入
れ
や
綱
引
き
な
ど
の
運

動
会
の
競
技
、
２
学
期
か
ら
３

学
期
に
か
け
て
ボ
ー
ル
運
動
や

な
わ
と
び
と
い
っ
た
、
日
本
的

な
運
動
を
専
科
教
員
が
指
導

し
、
子
ど
も
達
は
こ
の
時
間
を

一
番
楽
し
み
に
し
て
登
校
し
て

い
る
。

　

今
回
の
な
わ
と
び
大
会
は

１
・
２
年
、
３
・
４
年
、
５
・
６

年
の
隣
接
学
年
で
の
合
同
開
催

と
な
っ
た
。
ま
ず
は
大
繩
の
八

の
字
跳
び
。
一
人
ず
つ
一
回
跳

ん
で
は
抜
け
て
、
を
ク
ラ
ス
全

員
に
繋
い
で
い
く
。
入
る
タ
イ

ミ
ン
グ
が
掴
め
ず
、
な
か
な
か

入
れ
な
い
児
童
に
は
、
ク
ラ
ス

の
友
達
か
ら
﹁
い
ま
だ
よ
、
い

ま
！
﹂、﹁
１
・
２
・
３
、
そ
れ
！
﹂

と
、
応
援
の
声
が
飛
ん
だ
。
２

種
目
目
は
、短
縄
の
持
久
跳
び
。

各
学
年
で
、
前
跳
び
、
あ
や
跳

び
、
二
重
跳
び
な
ど
、
発
達
に

応
じ
た
跳
び
方
で
誰
が
長
く
跳

べ
る
か
を
競
っ
た
。
友
達
の
様

子
を
伺
い
な
が
ら
、
必
死
に
腕

を
回
し
、
懸
命
に
跳
ぶ
姿
が
あ

っ
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
領

域
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
２
月

の
冷
た
い
風
に
負
け
な
い
、
元

気
で
健
康
な
子
ど
も
達
の
体
力

づ
く
り
を
目
指
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
で
２
月

９
日
、
4
年
生
の
﹁
二
分
の
一

成
人
式
﹂
を
行
っ
た
。
4
年
生

は
、
10
歳
を
迎
え
る
節
目
の
１

年
。
そ
の
よ
う
な
貴
重
な
年
に
、

同
校
で
は
２
学
期
か
ら
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
行
っ
て
き
た
。

　

自
分
の
過
去
の
こ
と
か
ら
学

習
を
始
め
、
生
ま
れ
た
頃
の
様

子
や
小
さ
い
頃
の
こ
と
に
つ
い

て
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
も
と
に
振
り
返
っ
た
。
次
に
、

今
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
も
っ
た
。
自
分
の
い
い
と

こ
ろ
を
自
身
で
考
え
る
だ
け
で

な
く
、
友
達
に
も
考
え
て
も
ら

い
、
新
た
な
自
分
も
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
今
の
自

分
自
身
に
ど
れ
ぐ
ら
い
満
足
し

て
い
る
の
か
を
コ
ッ
プ
の
水
の

量
で
表
し
、
な
ぜ
そ
の
量
な
の

か
、
あ
と
何
が
足
り
な
い
の
か

を
考
え
発
表
し
た
。

　

最
後
に
、
未
来
の
自
分
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
自
分
に
な
っ
て

い
た
い
か
、
ど
ん
な
社
会
に
な

っ
て
い
て
ほ
し
い
か
、
自
分
の

周
り
の
人
は
ど
う
な
っ
て
い
て

ほ
し
い
か
な
ど
を
具
体
的
に
思

い
描
き
、
そ
の
た
め
に
今
の
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
。

こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き

た
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
の
支
え
に
よ
り
こ
こ

ま
で
成
長
し
て
き
た
こ
と
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

式
当
日
は
、
二
分
の
一
成
人

証
書
が
校
長
か
ら
手
渡
さ
れ
、

一
人
一
人
が
今
ま
で
育
て
て
も

ら
っ
た
保
護
者
や
支
え
て
く
れ

た
人
へ
の
﹁
感
謝
﹂
や
、
こ
れ

か
ら
の
夢
や
目
標
に
向
け
て
の

﹁
決
意
﹂
を
発
表
、
希
望
を
も

っ
て
未
来
に
進
も
う
と
す
る
意

欲
溢
れ
た
姿
を
保
護
者
に
見
せ

て
い
た
。

二
分
の
一
成
人
式

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

育英サタデーなわとび大会
マンハッタン校で

https://starchildny.com/
https://alto-edu.com/
http://shidogakuin.com
https://japaneseschool.org
http://www.betteratmath.com
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
年
長

角
田　

樹
奎

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

深
作　

菜
帆

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
５古

賀　

大
和

N
Y
育
英
学
園
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
６

三
原　

明
季

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
３

住
吉　

優
菜

テ
キ
サ
ス
州

バ
ク
ス
タ
ー　

紀
子

tel:2014616502
https://www.kokinshodo.com/
http://www.masako-inkyo.com/
https://www.joes.or.jp/
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
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わ
た
し
は
、
九
月
十
九
日

に
ブ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
リ
ー
ハ
ウ

ス
へ
行
き
ま
し
た
。
わ
た
し

は
そ
こ
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、

学
習
し
ま
し
た
。

　

一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

昔
は
グ
リ
ニ
ッ
チ
に
四
つ
し

か
時
計
が
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
の
四
つ
の
う
ち
三
つ

が
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の
時
計
だ

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と

言
う
と
、
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は

三
つ
の
仕
事
を
し
て
い
て
グ

リ
ニ
ッ
チ
で
一
番
お
金
持
ち

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

他
に
も
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
ど
れ
い
の
人
は
毎

日
太
陽
が
出
る
前
か
ら
働
い

て
い
た
そ
う
で
す
。
ブ
ッ
シ

ュ
さ
ん
の
家
は
十
九
人
住
ん

で
い
た
の
で
、
毎
日
五
十
七

人
分
の
食
事
を
作
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
昔
の
子
ど
も
た

ち
は
、
お
水
を
家
の
外
の
井

戸
か
ら
く
ん
で
く
る
こ
と
が

仕
事
で
す
。
す
ご
い
こ
と
に

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
六
十
回

も
お
水
を
く
ん
で
き
た
そ
う

で
す
。
わ
た
し
は
こ
の
こ
と

を
聞
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は

こ
ん
な
大
変
な
仕
事
を
し
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
は
昔
の
物
や
家
具
に
つ

い
て
し
ょ
う
か
い
し
ま
す
。

昔
の
ス
プ
ー
ン
は
、
鉄
や
牛

の
つ
の
で
で
き
て
い
た
そ
う

で
す
。
昔
の
歯
ブ
ラ
シ
は
持

つ
部
分
は
ほ
ね
か
ら
で
き
て

い
て
、
歯
を
み
が
く
毛
の
部

分
は
ぶ
た
の
ひ
げ
か
ら
で
き

て
い
た
そ
う
で
す
。
家
具
は
、

ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
は

カ
ー
テ
ン
が
付
い
て
い
て
、

冬
に
な
っ
た
ら
カ
ー
テ
ン
を

し
め
る
そ
う
で
す
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
リ
ー
ハ
ウ

ス
に
行
く
前
に
事
前
の
学
習

を
し
ま
し
た
。
事
前
の
学
習

で
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
の
れ
き

し
な
ど
を
知
り
ま
し
た
。
わ

た
し
は
約
一
七
三
〇
年
に
ブ

ッ
シ
ュ
ホ
ー
リ
ー
ハ
ウ
ス
が

建
て
ら
れ
た
と
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
一
八
六
六
年

に
は
グ
リ
ニ
ッ
チ
の
人
口
が

七
〇
〇
〇
人
に
な
っ
た
と
分

か
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
グ
リ
ニ
ッ
チ
の

れ
き
し
や
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
習
い
ま
し

た
。
ブ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
リ
ー
ハ

ウ
ス
で
は
係
の
人
が
と
て
も

や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
分
か
り
、
思
い
出
に

な
り
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た

で
す
。
た
く
さ
ん
の
昔
の
物
、

道
具
と
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の
仕

事
、
ベ
ッ
ド
な
ど
を
見
た
り

知
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

︵
滞
米
２
年
４
か
月
︶

　

ぼ
く
に
は
、
毎
年
夏
が
来

る
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

じ
ぃ
じ
の
家
で
採
れ
る
新
鮮

な
野
菜
で
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
に
住
む
ぼ
く
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、「
じ
ぃ
じ
」
は
、

庭
の
一
部
で
ト
マ
ト
や
き
ゅ

う
り
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ナ
ス
、

に
ん
じ
ん
、
枝
豆
な
ど
様
々

な
野
菜
を
育
て
て
い
て
、
夏

に
な
る
と
庭
で
し
ゅ
う
か
く

で
き
た
も
の
を
ぼ
く
た
ち
に

分
け
て
く
れ
る
の
で
す
。
中

で
も
ぼ
く
の
お
気
に
入
り
は
、

日
本
の
細
長
い
き
ゅ
う
り
で

す
。
手
作
り
の
甘
い
み
そ
に

つ
け
て
食
べ
る
き
ゅ
う
り
は
、

他
の
ど
こ
の
お
店
に
売
っ
て

い
る
き
ゅ
う
り
よ
り
も
パ
リ

パ
リ
で
最
高
で
す
。
我
が
家

で
は
、
夏
に
な
る
と
、
じ
ぃ

じ
の
野
菜
が
た
く
さ
ん
食
卓

に
な
ら
び
ま
す
。
そ
こ
で
、

い
つ
も
は
食
べ
る
だ
け
で
す

が
、
今
年
は
じ
ぃ
じ
と
一
緒

に
畑
の
お
手
入
れ
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

夏
が
始
ま
る
前
、
じ
ぃ
じ

が
大
切
に
し
て
い
る
畑
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

な
え
を
選
別
し
て
、
土
を
も

っ
た
り
野
菜
を
育
て
る
か
ん

き
ょ
う
を
整
え
る
た
め
で
す
。

じ
ぃ
じ
の
畑
は
、
お
庭
の
一

部
な
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど

全
て
野
菜
ご
と
に
周
囲
が
金

あ
み
で
囲
ま
れ
て
い
た
り
、

上
か
ら
お
お
わ
れ
て
い
た
り

し
て
、
一
目
見
た
だ
け
で
は

何
の
野
菜
が
作
ら
れ
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
じ
ぃ
じ
は
言

い
ま
し
た
。「
こ
う
や
っ
て
、

お
野
菜
を
守
っ
て
あ
げ
な
い

と
、
全
部
そ
の
へ
ん
に
い
る

動
物
た
ち
に
食
べ
ら
れ
ち
ゃ

う
ん
だ
よ
」。

　

野
菜
が
う
れ
て
、
あ
と
少

し
で
し
ゅ
う
か
く
で
き
る
と

こ
ろ
で
、
動
物
た
ち
に
ト
マ

ト
や
き
ゅ
う
り
が
全
部
食
べ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
過

去
に
何
度
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
例
え
ば
、
鹿
は
ジ
ャ
ン

プ
力
が
あ
る
の
で
高
い
屋
根

が
あ
る
あ
み
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
わ
な
を
し
か
け
て
、

ス
カ
ン
ク
や
グ
ラ
ン
ド
ホ
グ

が
あ
み
の
下
に
も
ぐ
っ
て
も
、

野
菜
を
食
べ
な
い
よ
う
に

様
々
な
方
法
で
ま
も
ら
れ
て

い
ま
す
。
虫
が
つ
か
な
い
よ

う
に
、
そ
し
て
様
々
な
病
気

か
ら
守
る
た
め
に
も
、
じ
ぃ

じ
は
ど
ん
な
に
暑
い
日
で
も

一
日
に
二
回
は
水
や
り
を
し

て
野
菜
た
ち
の
観
察
を
し
て

い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
に
も
気
が
付
く
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

夏
が
始
ま
る
前
に
見
た
小

さ
な
な
え
は
、
じ
ぃ
じ
の
家

に
遊
び
に
行
く
た
び
に
、
大

き
く
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

毎
日
、
じ
ぃ
じ
の
よ
う
に
野

菜
を
お
世
話
で
き
な
い
ぶ
ん
、

遊
び
に
行
っ
た
時
は
ぼ
く
も

気
持
ち
を
こ
め
て
た
く
さ
ん

お
水
を
あ
げ
ま
し
た
。
種
類

に
よ
っ
て
こ
と
な
り
ま
す
が
、

野
菜
を
育
て
る
に
は
す
ご
く

時
間
が
か
か
る
そ
う
で
す
。

き
ゅ
う
り
は
少
な
く
と
も
二

ヶ
月
、
ト
マ
ト
は
約
四
ヶ
月

は
か
か
る
そ
う
で
す
。
ぼ
く

の
じ
ぃ
じ
は
元
々
、
植
物
や

そ
の
香
り
が
好
き
で
、
野
菜

作
り
も
前
か
ら
少
し
や
っ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
毎
年
少

し
ず
つ
種
類
を
ふ
や
し
て
、

今
で
は
15
種
類
以
上
の
野
菜

を
育
て
て
い
ま
す
。
種
や
ち

い
さ
な
な
え
が
だ
ん
だ
ん
大

き
く
な
っ
て
い
く
の
が
う
れ

し
い
。
野
菜
は
美
味
し
い
か

ら
、
自
分
の
庭
で
育
て
た
い
、

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
み
ん
な
が
美
味
し
く
食
べ
て

く
れ
る
の
を
聞
く
と
、
ぼ
く

も
う
れ
し
く
な
る
。」
と
言
っ

て
、
ぼ
く
た
ち
に
た
く
さ
ん

分
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
日

も
ま
た
、
ぼ
く
た
ち
は
た
く

さ
ん
の
野
菜
を
し
ゅ
う
か
く

し
ま
し
た
。
採
れ
た
て
の
き

ゅ
う
り
は
小
さ
い
し
チ
ク
チ

ク
し
ま
す
。
皮
の
表
面
に
ト

ゲ
の
よ
う
な
も
の
が
ツ
ン
ツ

ン
出
て
い
る
か
ら
で
す
。
き

ゅ
う
り
は
大
き
く
な
り
す
ぎ

な
い
う
ち
に
し
ゅ
う
か
く
し

ま
す
。
大
き
く
な
る
と
水
っ

ぽ
く
な
り
味
が
う
す
く
な
る

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
採
れ
た

て
の
ト
マ
ト
は
少
し
青
臭
い

感
じ
が
し
ま
す
。
で
も
そ
の

ま
ま
室
温
に
置
い
て
お
く
こ

と
で
、
甘
い
か
ん
じ
ゅ
く
の

ト
マ
ト
に
変
身
す
る
の
で
す
。

美
味
し
い
野
菜
が
で
き
る
ま

で
の
工
程
や
畑
で
の
工
夫
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

ぼ
く
が
知
ら
な
い
じ
ぃ
じ
の

宝
物
を
、
見
せ
て
も
ら
っ
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
た
ち
は
も
ら
っ
た
野

菜
を
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使

い
ま
し
た
。
美
味
し
い
野
菜

を
育
て
て
く
れ
た
お
礼
に
、

ぼ
く
も
何
か
作
り
た
い
と
思

っ
て
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

 ﹁
も
ぐ
も
ぐ
野
菜
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

伶

　

わ
た
し
は
毎
日
が
楽
し
い
で

す
。
学
校
で
は
友
だ
ち
と
話
し

た
り
遊
べ
た
り
で
き
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
家
族
と
ゲ
ー
ム
や

焼
肉
も
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
わ
た
し
と
は
反
対

の
生
活
を
し
て
い
る
人
々
も
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
家
に
住
め
な

い
人
や
、
毎
日
ご
飯
を
お
な
か

い
っ
ぱ
い
に
食
べ
ら
れ
な
い
人

た
ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
た

ち
は
わ
た
し
と
は
違
っ
て
、
毎

日
た
く
さ
ん
の
苦
労
を
し
て
い

ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
人
々
が
幸
せ
に

な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
仕
事
と

家
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
仕

事
が
あ
る
と
、
お
金
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
金
が
あ

る
と
食
べ
物
や
洋
服
を
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
お

金
が
な
く
て
苦
し
ん
で
い
る
人

達
に
仕
事
が
あ
る
と
い
い
な
、

と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
世
界
中
の
人
々

の
未
来
が
明
る
く
幸
せ
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
７
年
︶
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 ﹁
社
会
科
移
動
教
室
で

　
　
　
　

学
習
し
た
こ
と
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
見
澤　

ひ
か
り

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 「みんなが幸せな未来へ」
　　　　　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　乃愛

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ
ー
を
作

り
ま
し
た
。
に
ん
じ
ん
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
、
な
す
、
し
し
と
う
、

い
ん
げ
ん
、
ト
マ
ト
な
ど
、
全

部
じ
ぃ
じ
の
お
庭
で
採
れ
た
野

菜
で
す
。
き
ゅ
う
り
と
ト
マ
ト

の
サ
ラ
ダ
も
作
り
ま
し
た
。
ぼ

く
は
て
い
ね
い
に
野
菜
を
洗
っ

た
り
、
切
っ
た
り
し
ま
し
た
。

お
肉
は
入
れ
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
甘
い
カ

レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
じ
ぃ
じ

の
野
菜
な
ら
、
野
菜
ぎ
ら
い
の

人
で
も
も
ぐ
も
ぐ
食
べ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
大
事
に
育
て
ら

れ
て
い
る
工
程
を
見
て
、
こ
れ

か
ら
は
し
ん
せ
ん
な
野
菜
に
か

ん
し
ゃ
し
て
お
い
し
く
大
事
に

食
べ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
滞
米
11
年
４
か
月
）

パ
パ
が
お
こ
っ
た

マ
マ
が
お
こ
っ
た

兄
が
お
こ
っ
た

弟
が
お
こ
っ
た

ぼ
く
は
お
こ
ら
れ
た

ぼ
く
の
か
ぞ
く
は

お
こ
り
が
ち

　
　
　
　
　

︵
滞
米
９
か
月
︶

 「おこりがち」
　　　　ニュージャージー日本人学校小４

　　　　　　　　　　　　上原　悠太

http://www.newjersryjapaneseschool.org
http://www.kodomony.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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42
丁
目
、
五
番
街
と
６
番
街
の
間
に
あ
る
ブ
ラ
イ
ア

ン
ト
パ
ー
ク
の
南
側
に
人
気
の
四
つ
星
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ

ル
が
あ
る
。
２
０
１
７
年
に
建
て
ら
れ
、
パ
ー
ク
の
全
景

と
Ｎ
Ｙ
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
望
め
る
カ
フ
ェ
テ

ラ
ス
が
あ
る
。
ホ
テ
ル
の
上
層
階
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
と
い

う
高
層
住
宅
用
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
は
、
日
本
で
も
５
年
間
、
建
築
の
仕
事

に
関
わ
っ
た
世
界
的
に
著
名
な
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
デ
ィ

ビ
ッ
ド
・
チ
ッ
パ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
る
も
の
で
、
壁
の

内
側
に
多
く
の
機
能
的
な
収
納
設
計
が
施
さ
れ
、
シ
ン
プ

ル
で
都
会
的
な
イ
ン
テ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
１
３
２
９
平
方
フ
ィ
ー
ト
、２
ベ
ッ
ド
、

２
・
５
バ
ス
ル
ー
ム
の
広
々
と
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
。
角
部
屋
、

南
西
向
き
で
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
寝
室
か
ら
は
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル

が
見
え
る
。
10
フ
ィ
ー
ト
近
く
あ
る
高
い
天
井
、
床
か
ら

の
全
面
窓
で
眺
め
が
よ
く
、
オ
ー
ブ
ン
、
ク
ッ
ク
ト
ッ
プ
、

冷
蔵
庫
、
食
洗
器
、
洗
濯
機
は
全
て
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
、
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ア

イ
ラ
ン
ド
、
バ
ス
ル
ー
ム
に
は
白
を
基
調
に
グ
レ
ー
の
ラ

イ
ン
が
美
し
い
イ
タ
リ
ア
の
高
級
大
理
石
が
ふ
ん
だ
ん
に

使
わ
れ
て
い
る
。

 

24
時
間
ド
ア
マ
ン
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
住
人
専
用
ロ
ビ

ー
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、
サ
ウ
ナ
、
テ
ラ
ス
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
や
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
も

利
用
で
き
る
。家
賃
は
月
８
６
０
０
ド
ル
。場
所
は
Ｂ
、Ｄ
、

Ｆ
、
Ｍ
、
7
の
地
下
鉄
駅
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に

も
近
く
交
通
至
便
。
周
辺
に
は
多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

り
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
の
芝
生
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ク

リ
ス
マ
ス
ビ
レ
ッ
ジ
、
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
冬
の
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
、ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、

一
年
を
通
し
て
公
園
を
楽
し
め
る
。

 

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ルhakutsu@

kw
.com

　

阿
久
津
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ  

Ｎ
Ｙ
Ｃ
︶ 

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
周
辺
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

ハ
リ
ソ
ン
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

に
こ
の
春
3
つ
の
新
し
い
賃

貸
ビ
ル
が 

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

１
つ
目
は
賃
貸
ビ
ル
運
営
会
社

A
valon

の
ビ
ル
で
す
。
列
車

の
駅
と
ア
パ
ー
ト
が
直
結
し
て

お
り
、
駅
か
ら
直
に
ア
パ
ー
ト

内
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

2
つ
目
は
小
規
模
な
フ
ァ
ミ
リ

ー
経
営
の
ア
パ
ー
ト
で
、
駅
か

ら
大
道
り
を
渡
っ
て
す
ぐ
の
近

さ
。
洗
濯
機
と
乾
燥
機
付
き
で

大
変
利
便
性
の
高
い
新
築
ア
パ

ー
ト
で
す
。
3
つ
目
は
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
行
き
の
列
車
側
に
建
設

中
の
新
築
ア
パ
ー
ト
で
こ
の
春

に
完
成
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も

駅
か
ら
は
徒
歩
２
〜
３
分
の
至

近
距
離
で
す
。 

　

ハ
リ
ソ
ン
の
町
は
１
９
３
０

年
代
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
が
駅
周
辺
の
土
地
を

購
入
し
て
分
譲
地
化
し
、
そ
れ

ま
で
の
田
園
風
景
を
住
宅
地
に

変
貌
さ
せ
ま
し
た
。
駅
か
ら
１

キ
ロ
以
上
離
れ
た
地
域
は
住
宅

地
と
し
て
残
り
、
駅
周
辺
は
多

世
帯
地
域
と
し
て
ア
パ
ー
ト
や

２
世
帯
のD

uplex

が
目
立
ち

ま
す
。

　

50
年
代
か
ら
80
年
代
半
ば
ま

で
は
２
世
帯
住
宅
が
主
流
で
し

た
が
、
最
近
は
こ
れ
ら
の
古

い
住
宅
を
取
り
壊
し
新
築
の

D
uplex

に
建
替
え
る
オ
ー
ナ

ー
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
日
本

か
ら
の
駐
在
員
の
増
加
に
よ
る

需
要
に
応
じ
た
結
果
、
新
築
物

件
が
増
加
し
家
賃
の
高
騰
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
状
況
で
す
。 

　

ハ
リ
ソ
ン
に
は
遊
具
や
野
球

場
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
プ

ー
ル
付
き
の
大
き
な
公
園
等
が

あ
る
の
も
、
子
供
た
ち
に
優
し

い
街
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

公
園
に
は
ベ
ン
チ
も
い
く
つ
か

あ
り
、
四
季
折
々
の
お
花
を
楽

し
め
る
た
め
住
民
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１
年

7
月
に
は
ハ
リ
ソ
ン
の
町

が

H
arrison

 M
eadow

s 

C
ountry C

lub

を
購
入
し
、

23
年
1
月
初
め
に
新
た
に
セ
ミ

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
ゴ
ル
フ
場
と

し
て
オ
ー
プ
ン
を
し
ま
し
た
。

ハ
リ
ソ
ン
の
住
人
は
年
間
パ
ス

を
購
入
す
れ
ば
い
つ
で
も 

ゴ

ル
フ
は
も
ち
ろ
ん
、 

テ
ニ
ス
や

プ
ー
ル
等
も
利
用
で
き
ま
す
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
は
レ
ス
ト
ラ

ン
も
あ
り
友
人
や
ご
家
族
と
の

お
食
事
も
楽
し
む
こ
と
も
出
来

ま
す
。 

　

最
近
の
ハ
リ
ソ
ン
の
街
は
以

前
よ
り
活
気
に
溢
れ
、
更
に
安

全
で
便
利
な
住
み
や
す
い
街
に

変
貌
を
遂
げ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

︵
リ
ダ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
オ
フ
ィ
ス   

ア
レ
ン 

梢 

︶

発
展
を
続
け
る
ハ
リ
ソ
ン
の
街 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
文
化
交

流
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
無
料
チ

ェ
ス
ク
ラ
ス
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。
対
象
は
キ
ン

ダ
ー
か
ら
12
歳
ま
で
の
初
心

者
。
チ
ェ
ス
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

(U
SC

F2000)

が
チ
ェ
ス
を

6
週
間
英
語
で
指
導
す
る
。
保

護
者
も
一
緒
に
参
加
で
き
る
。

﹁
チ
ェ
ス
を
日
本
に
！ 

将
棋
や

囲
碁
を
ア
メ
リ
カ
に
！ 

﹂
を

合
言
葉
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
げ
る
試

み
。
参
加
申
し
込
み
は
電
話

９
１
３
・
７
４
２
・
３
４
１
５
、

Ｅ
メ
ー
ルJC

X
N

Y
.org�

 

チ
ェ
ス
の
無
料
講
習
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で
６
週
間

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:hakutsu@kw.com
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
サ
ン
セ
ッ

ト
パ
ー
ク
に
あ
る
日
本
文
化

発
信
の
複
合
商
業
施
設
、
ジ

ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
︵934 3rd 

A
ve

︶
の
２
階
に
あ
る
テ
ナ

ン
ト
＆
催
事
ス
ペ
ー
ス
﹁T

he 
Loft

﹂
で
は
23
日
︵
木
︶
か
ら

26
日
︵
日
︶
ま
で
、
同
施
設
の

オ
ー
プ
ン
１
周
年
記
念
と
な
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

　

タ
ロ
ー
ズ
折
り
紙
ス
タ
ジ
オ

は
期
間
中
、
店
舗
内
で
ひ
な
祭

り
に
関
す
る
折
り
紙
作
品
を
展

示
し
、
無
料
折
り
紙
体
験
を
行

う
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ボ
折
り
紙

の
実
演
や
三
味
線
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
開
催
す
る
。
日
本
の

ア
ニ
メ
グ
ッ
ズ
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア

な
ど
を
扱
う
ブ
ッ
ク
オ
フ
は
25 

日
︵
土
︶
と
26
日
︵
日
︶
の
２

日
間
に
限
り
、
20
ド
ル
の
﹁
福

袋
﹂
を
販
売
。
１
日
50
個
、
合

計
１
０
０
個
の
限
定
販
売
と

な
る
。
そ
の
中
の
数
袋
の
み
、

１
５
０
〜
２
５
０
ド
ル
相
当
の

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
が
入
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
２
日
間
で
一

度
に
20
ド
ル
以
上
の
商
品
を
購

入
し
た
人
に
は
、
20
ド
ル
ご
と

に
１
回
ま
わ
せ
る
﹁
福
引
大

会
﹂
を
実
施
。
１
等
は
ブ
ッ
ク

オ
フ
で
使
え
る
１
０
０
ド
ル
相

当
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
進
呈
す

る
ほ
か
、
４
等
ま
で
景
品
を
用

意
、
参
加
賞
も
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、
日
本
の
１
０
０
円
均
一
シ

ョ
ッ
プ
の
﹁
ダ
イ
ソ
ー
﹂
や
、

ジ
ャ
ノ
メ
ミ
シ
ン
が
運
営
す
る

ミ
シ
ン
や
手
芸
を
気
軽
に
楽
し

め
る
店
﹁
ボ
ビ
ナ
ー
ジ
ュ
﹂
で

も
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
る
。

　

な
お
、
こ
の
１
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
23
日
か
ら

26
日
ま
で
、
一
般
財
団
法
人
自

治
体
国
際
化
協
会
が
主
催
す
る

日
本
各
地
の
名
産
品
を
集
め
た

物
産
展
﹁
日
本
ふ
る
さ
と
名
産

食
品
展 in 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂

が
２
階
の
催
事
ス
ペ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
る
。

　

開
催
時
間
は
23
日
︵
木
︶
と

24
日
︵
金
︶
が
正
午
か
ら
午
後

７
時
ま
で
、
25
日
︵
土
︶
は
正

午
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
26

日
︵
日
︶
正
午
か
ら
午
後
6
時

ま
で
。
11
自
治
体
／
20
事
業
者

が
地
域
特
産
品
の
実
食
・
販
売

を
行
う
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

３
４
７
・
５
８
４
・
４
５
７
９
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブhttps://

japanvillage.com
/

参
照
。

1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
2
階 T

he
 L

oft

年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

日
本
の
年
金
を

１
本
化
し
て
送
金
し
て
！

　

長
年
日
本
の
年
金
受
給
者
を

苦
し
め
て
き
た
﹁
国
民
年
金
へ

の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適
用
﹂
問
題
は
皆

さ
ん
と
の
努
力
で
２
０
２
２
年

無
事
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
回
の
決
定
は
、
将
来

の
支
給
額
が
是
正
さ
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、
過
去
の
誤
適
用
分

に
つ
い
て
も
是
正
さ
れ
る
の
で

還
付
金
が
既
に
届
い
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
Ｗ
Ｅ
Ｐ

に
よ
る
減
額
の
対
象
と
な
る
の

は
老
齢
厚
生
年
金
だ
け
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
︵
国
民
年
金
︶

は
対
象
外
で
す
。

　

さ
て
、
次
に
海
外
に
お
住
い

の
日
本
の
年
金
受
給
者
に
と
っ

て
改
善
す
べ
き
点
は
何
か
を
考

え
た
時
、
そ
の
一
つ
に
送
金
の

１
本
化
に
よ
る
負
担
費
用
の
軽

減
に
よ
る
実
質
年
金
額
の
増
加

を
計
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

日
本
の
年
金
の
振
込
先
を

米
国
の
銀
行
口
座
に
指
定
し

た
場
合
、
銀
行
で
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
︵H

andling 
C

harge

取
扱
手
数
料
︶
と
し

て
約
15
ド
ル
か
ら
20
ド
ル
を
と

ら
れ
ま
す
。
日
本
の
年
金
は
偶

数
月
に
年
6
回
振
り
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
年
間
20
ド
ル
×
6
回

＝
１
２
０
ド
ル
の
出
費
と
な
り

ま
す
。

　

65
歳
以
降
は
老
齢
厚
生
年
金

と
老
齢
基
礎
年
金
の
2
本
立
て

と
な
り
別
個
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
の
で
１
２
０
ド
ル
の
出
費
は

倍
の
２
４
０
ド
ル
と
な
り
ま

す
。
ご
夫
妻
で
受
給
し
て
い
る

ご
家
庭
は
４
８
０
ド
ル
の
負
担

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
の
銀
行
と
ア
メ
リ
カ

の
銀
行
で
直
接
送
金
で
き
な
い

場
合
︵
コ
ル
レ
ス
関
係
が
な
い

場
合
︶、
中
継
銀
行
を
通
す
こ

と
に
な
る
の
で
さ
ら
に
仲
介
手

数
料
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

銀
行
で
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ

ー
ジ
を
課
す
の
は
止
む
を
得
な

い
の
で
す
が
、
問
題
は
日
本
か

ら
送
金
す
る
場
合
、
老
齢
厚
生

年
金
と
老
齢
基
礎
年
金
を
個
別

で
は
な
く
纏
め
て
振
り
込
め
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
費
用
負
担
を
半
分
に
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
の

問
題
は
米
国
に
お
住
ま
い
の
年

金
受
給
者
に
留
ま
ら
ず
、
海
外

で
の
日
本
の
年
金
受
給
者
共
通

の
問
題
で
す
。
日
本
国
内
の
受

給
者
は
１
本
に
纏
め
て
振
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
年
金
は
終
生

支
払
わ
れ
、
更
に
遺
族
の
方
に

引
き
継
が
れ
る
も
の
で
す
。

　

ち

な

み

に
、

21

年

末

の

厚
生
年
金
海
外
受
給
者
は

1
万
２
２
５
４
人
、
国
民
年
金

海
外
受
給
者
は
３
万
９
６
１
４

人
で
し
た
。

　

わ
ず
か
な
金
額
と
言
え
ど
も

通
算
で
は
大
変
な
額
に
な
り
ま

す
し
、
そ
も
そ
も
海
外
の
年
金

受
給
者
の
年
金
額
は
日
本
に
お

住
ま
い
の
方
と
比
べ
れ
ば
小
額

の
方
が
大
半
で
す
か
ら
そ
の
負

担
額
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
善
を
求
め

る
受
給
者
か
ら
の
声
も
従
前
か

ら
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
是
非

と
も
早
期
の
改
善
を
実
現
す
べ

く
、
本
件
の
窓
口
で
あ
る
厚
生

労
働
省
に
申
し
入
れ
を
行
な
い

ま
す
。
本
件
は
、
日
本
の
行
政

の
裁
量
で
改
善
で
き
る
も
の
で

す
。
そ
の
結
果
は
当
紙
面
を
通

じ
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
皆

さ
ん
の
お
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
で
不
都
合
に

感
じ
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
改
善

す
る
こ
と
に
よ
り
少
し
で
も
暮

ら
し
や
す
い
生
活
を
実
現
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
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長
旅
と
時
差
で
き
ち
ん
と
寝

て
い
な
い
ま
ま
朝
が
来
た
。
頑

張
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
の
１
日
前

に
着
い
た
の
は
正
解
だ
。
今
夜

が
演
奏
だ
っ
た
ら
た
ま
ら
な

い
。
明
日
の
夜
に
向
け
て
ゆ
っ

く
り
と
体
調
を
整
え
ら
れ
る
。

カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
ど
ん
よ

り
と
し
た
天
気
で
、
向
か
い
の

黄
色
い
市
役
所
に
掲
げ
ら
れ
た

赤
と
白
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
旗

と
青
い
Ｅ
Ｕ
の
旗
が
霧
雨
を
通

し
て
見
え
る
。
自
分
が
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
い
る
の
だ
と
改
め
て
思

う
。

　

と
は
言
え
、
一
日
中
寝
て
い

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
り

あ
え
ず
、
備
え
付
け
の
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
マ
シ
ン
で
エ
ス
プ
レ
ッ

ソ
を
入
れ
、
濃
霧
の
表
通
り
に

出
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
も

そ
も
こ
の
町
の
売
り
は
中
世
の

壮
大
な
城
な
の
だ
が
、
昨
日
の

夕
方
に
到
着
し
て
か
ら
未
だ
見

て
い
な
い
。
城
を
見
な
く
て
は

こ
こ
が
本
当
に
そ
の
音
楽
祭
の

場
所
か
ど
う
か
確
信
で
き
な
い

︵
笑
︶
。
と
い
う
こ
と
で
、
暖
か

い
格
好
を
し
て
外
に
出
て
み

た
。

　

城
ま
で
は
徒
歩
10
分
、
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
歩
け
ば
良

い
。
小
学
校
が
あ
る
。
い
き
な

り
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
出

て
き
た
。
今
日
は
水
曜
日
な
の

だ
が
、
昼
前
に
下
校
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

と
て
も
異
国
情
緒
の
あ
る
建

物
と
教
会
が
あ
る
。
こ
こ
は
カ

ト
リ
ッ
ク
の
国
だ
。
至
る
所
に
、

十
字
架
、
司
祭
が
被
る
三
角
巾
、

蚊
取
り
線
香
の
よ
う
な
渦
巻
が

つ
い
た
杖
の
３
点
セ
ッ
ト
を
著

し
た
レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
こ
の

国
の
キ
リ
ス
ト
教
の
三
種
の
神

器
な
の
だ
ろ
う
。

　

観
光
客
は
ゼ
ロ
だ
。
こ
こ
に

は
国
際
化
の
波
は
全
く
届
い
て

お
ら
ず
、
見
渡
す
限
り
単
一
民

族
国
家
で
あ
る
。

　

大
き
な
大
聖
堂
と
隣
り
合
わ

せ
で
、
荘
厳
な
レ
ン
ガ
作
り
の

城
が
あ
っ
た
。
着
い
て
初
め
て

分
か
っ
た
こ
と
に
、
演
奏
会
場

は
こ
の
城
で
は
な
く
、
隣
に
あ

る
モ
ダ
ン
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
で
あ
っ
た
。
が
っ
か
り
で
も

あ
り
嬉
し
く
も
あ
っ
た
。

　

が
、
体
調
も
冴
え
な
い
、
天

気
も
冴
え
な
い
、
休
憩
し
よ
う

に
も
店
は
ど
こ
も
開
い
て
い
な

い
、
友
達
は
い
な
い
、
お
ま
け

に
70
ド
ル
の
レ
ン
ズ
フ
ー
ド
を

落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
寿
司
ブ

ー
ム
は
こ
ん
な
田
舎
町
に
も
き

て
い
る
よ
う
で
、﹁Y

akuza 
Sushi

﹂
な
る
寿
司
屋
が
あ
る

が
、
入
る
に
は
勇
気
が
い
る

︵
笑
︶。
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に
、

﹁Zabka

﹂
と
い
う
コ
ン
ビ
ニ

が
開
い
て
い
て
、
そ
こ
で
は
コ

ー
ヒ
ー
マ
シ
ン
で
自
分
の
好
き

な
コ
ー
ヒ
ー
が
煎
れ
ら
れ
、
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
も
ハ
ム
も
野
菜
も

果
物
も
買
え
る
。
こ
れ
は
ツ
ア

ー
中
の
心
強
い
味
方
だ
。
安
心

し
て
暖
か
い
ラ
ッ
テ
と
怪
し
い

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
入
り
の
寿
司

セ
ッ
ト
、
そ
れ
が
失
敗
し
た
時

の
保
険
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
買

っ
て
部
屋
に
戻
る
。

　

孤
独
だ
。
改
め
て
、
ア
ン
ジ

ェ
ラ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
の
﹁
コ

ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
一

人
で
旅
行
し
て
、
一
人
で
レ
ス

ト
ラ
ン
に
入
っ
て
、
一
人
で
ホ

テ
ル
に
泊
ま
る
こ
と
に
慣
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
言

葉
を
噛
み
締
め
た
。
そ
う
い
え

ば
、
日
曜
日
に
Ｎ
Ｙ
を
出
て
か

ら
３
日
間
、
ピ
ア
ノ
を
触
っ
て

い
な
い
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
う

の
は
、
身
一
つ
で
旅
行
で
き
る

の
は
良
い
の
だ
が
、
一
旦
ツ
ア

ー
に
出
る
と
練
習
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
苦
し
い
。
今
回
は

難
易
度
の
高
い
曲
を
弾
く
と
あ

っ
て
、
主
催
者
に
事
前
の
練
習

機
会
を
お
願
い
し
た
の
だ
が
、

結
局
ピ
ア
ノ
に
触
ら
せ
て
も
ら

え
る
の
は
明
日
の
午
後
５
時
、

本
番
２
時
間
前
で
あ
っ
た
。

　

昼
寝
か
ら
目
が
覚
め
る
と
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
来
て
初
め
て
陽

が
さ
し
て
き
た
。
そ
れ
は
良

い
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
も
う
一

度
城
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
し

か
も
今
日
は
そ
の
音
楽
祭
の
初

日
で
、
本
当
な
ら
２
日
目
の
演

奏
者
の
私
も
会
場
入
り
し
、
他

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
を

聴
き
、
挨
拶
を
し
て
友
達
に
な

る
の
が
望
ま
し
い
。

　

ま
ず
は
、
城
。
夕
日
に
大
き

く
突
き
出
し
た
回
廊
が
眩
し
く

映
る
。
こ
い
つ
は
壮
観
だ
！
中

世
の
城
は
見
張
り
が
重
要
で
、

き
っ
と
そ
の
た
め
に
こ
う
し
て

張
り
出
し
た
回
廊
を
作
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
射
し
て
き
た
夕
陽

と
色
づ
い
た
紅
葉
、
朝
見
た
風

景
と
は
雲
泥
の
差
で
美
し
い
。

な
ん
と
、
こ
の
城
は
見
学
で
き

る
。
運
が
悪
く
、
ち
ょ
う
ど
ド

ア
が
閉
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
が
、
明
日
の
朝
に
見
学
を

し
よ
う
。
コ
ン
サ
ー
ト
当
日
朝

の
城
見
学
は
下
手
な
リ
ハ
ー
サ

ル
よ
り
も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
！
︵
笑
︶

　

さ
て
、
城
の
隣
の
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
、
中
に
入
っ
て
明
日

の
出
演
者
で
あ
る
と
説
明
し
よ

う
と
し
た
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
に
中
々
通
じ
な
い
。
が
、
体

調
も
イ
マ
イ
チ
な
の
で
、
こ
れ

幸
い
、
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
、
一

人
で
夕
食
を
食
べ
る
こ
と
に
し

た
。
電
子
レ
ン
ジ
で
ド
イ
ツ
の

シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
風
の
豚
カ
ツ

を
温
め
て
食
べ
る
。

　

ソ
ロ
ピ
ア
ノ
の
ツ
ア
ー
は
と

て
も
孤
独
だ
。
明
日
の
成
功
を

祈
っ
て
眠
り
に
つ
い
た
。

︵
続
く
︶

浅
井
岳
史

︵
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
︶

www.takeshiasai.com
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ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
旅
日
記

第
３
話　

中
世
の
城
の
街

 第 453 回

　

昨
年
末
、
オ
ス
ロ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
約
20
館
見
学
し

た
オ
ス
ロ
市
内
の
博
物
館
の

う
ち
、
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
や
は
り
ム
ン
ク
美
術
館

︵M
unchm

useet

︶
で
す
。
ノ

ル
ウ
ェ
ー
が
生
ん
だ
世
界
的
に

有
名
な
表
現
主
義
の
巨
匠
、
エ

ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
ム
ン
ク
は
、
亡

く
な
る
4
年
前
の
１
９
４
０
年

に
遺
言
書
で
自
身
の
遺
産
で
あ

る
2
万
８
０
０
０
点
以
上
の
芸

術
作
品
、
書
簡
、
写
真
、
個
人

的
な
手
紙
や
遺
品
な
ど
を
オ
ス

ロ
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の

寄
贈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
、

ム
ン
ク
の
妹
か
ら
オ
ス
ロ
市
に

遺
贈
さ
れ
た
作
品
や
新
た
に
購

入
さ
れ
た
版
画
作
品
等
と
と
も

に
、
１
９
６
３
年
に
ム
ン
ク
の

生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

ム
ン
ク
美
術
館
が
ト
イ
エ
ン
地

区
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
館
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
十
分
で
は

な
く
、
２
０
０
４
年
に
有
名

な
﹁
叫
び
︵T

he Scream

︶﹂

と
﹁
マ
ド
ン
ナ
︵M

adonna 

︶﹂
が
盗
難
さ
れ
る
事
件
な
ど

も
あ
り
︵
こ
れ
ら
は
そ
の
後
無

事
発
見
︶、
移
転
の
機
運
が
高

ま
り
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
移

転
計
画
が
決
定
し
、
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
や
オ
ス
ロ
公
共
図
書
館
な

ど
の
施
設
が
あ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
の
ビ
ョ
ル
ヴ
ィ
カ
地

区
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
移
転
開
館
し
た
の
は

２
０
２
１
年
10
月
22
日
で
、
ス

ペ
イ
ン
の
建
築
事
務
所
フ
ア

ン
・
ヘ
レ
ロ
ス
が
担
当
し
た
13

階
建
て
の
建
物
に
は
、
7
層
に

わ
た
っ
て
11
の
展
示
室
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
一
人
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
専
門
美
術
館
と
し
て

は
世
界
最
大
級
だ
そ
う
で
す
。

　

作
品
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
子
ど
も

向
け
の
展
示
で
す
。
例
え
ば
、

名
画
﹁
叫
び
﹂、﹁
マ
ド
ン
ナ
﹂、

﹁
橋
の
上
の
少
女
た
ち
﹂
等
と

同
じ
展
示
室
に
、﹁Children’

s 
Peephole T

rail

︵
子
ど
も
用

覗
き
穴
ト
レ
イ
ル
︶﹂
が
設
け

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
ム
ン
ク

の
作
品
の
テ
ー
マ
を
小
さ
な
情

景
︵
ジ
オ
ラ
マ
︶
を
壁
に
開
け

ら
れ
た
穴
か
ら
見
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
体
験
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、﹁U

p Close

︵
ア

ッ
プ
・
ク
ロ
ー
ズ
︶﹂
と
い
う

展
示
室
で
は
、
ム
ン
ク
の
木
版

画
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
親
子
が
集
ま

っ
て
い
る
の
は
、
古
代
の
技
法

で
あ
る
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
︵
鉛

筆
や
ク
レ
ヨ
ン
で
こ
す
っ
て
作

る
版
画
︶
を
使
い
、
自
分
だ
け

の
版
画
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
作
業
台
に

は
、
展
示
さ
れ
て
い
る
版
画
の

図
版
が
い
く
つ
か
置
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
様
々
に
組
み
合

わ
せ
て
、
自
分
だ
け
の
版
画
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

﹁Edvard M
unch Shadow

s

︵
ム
ン
ク
の
影
︶﹂
の
展
示
室
で

は
、
ム
ン
ク
の
私
邸
だ
け
で
な

く
、
彼
の
人
生
、
記
憶
、
ア
イ

デ
ア
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
が

で
き
る
展
示
と
な
っ
て
お
り
、

特
別
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
展
示

壁
面
で
は
、
ム
ン
ク
が
所
有
し
、

日
常
生
活
で
使
用
し
た
も
の
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
さ
に
、
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド
・

ム
ン
ク
と
い
う
人
物
と
そ
の
周

辺
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

感
覚
的
な
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
美
術
館

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
訪
問
す
る
時
間
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
内
に

は
ム
ン
ク
の
墓
や
ム
ン
ク
が
住

ん
で
い
た
家
、﹁
叫
び
﹂
の
絵

の
舞
台
と
な
っ
た
エ
ー
ケ
ベ
ル

グ
の
丘
︵
異
説
あ
り
︶
な
ど
も

あ
り
、
ム
ン
ク
の
フ
ァ
ン
で
あ

れ
ば
十
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

オスロの博物館（その１）

ムンク美術館

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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 EVENT　 
■一般法人自治体国際化協会（クレア）主催「日
本ふるさと名産食品展」＝ 2/23 〜 2/26　The 
Loft at Japan Village（934 3rd Ave. Brooklyn）
11 自治体／ 20 事業者による日本各地の名産品
を集めた物産展。地域特産品 66 品が出展し実
食・販売が行われる。入場無料。
詳 細 は https: / / japanfoodcul ture.org/
promotional-events/JLS2023
■ NYC オフブロードウエー・ウィーク＝ 3/5
まで　小劇場などで上演されているオフブロー
ドウエーショーのプロモーション。「ブルーマ
ンショー」や「ドランク・シェイクスピア」な
ど人気のショーが 1 枚の値段で 2 枚のチケッ
トが購入できる。詳細は https://www.nycgo.
com/off-broadway-week
■第 25 回「キッズ・ナイト・オン・ブロード
ウエー」＝ 3/21　18 歳以下なら誰でも無料で
ブロードウエー公演を観劇できる 1 日限りの
イベント。 「ライオンキング」「アラジン」「ウィ
キッド」「ハリーポッター」などが参加。チケッ
トはお早めに。
詳細は https://www.kidsnightonbroadway.com/

CLASS/SEMINAR
■米国公認会計士 齊藤事務所主催オンライン
セミナー＝ 2/21　16:30　米国での会計アウト
ソーシングについて最近のトレンドを教える。
講師は日米の公認会計士・齊藤幸喜氏と米国公
認会計士の齊藤美智子氏。参加費無料。問い
合わせ・申し込みは電話 212・599・4600、ま
たは氏名、会社名、住所、部署・役職、参加
希望人数、メールアドレスを明記しＥメール
mnakano@saitollp.com（中野さん）
詳細は https://www.saitollp.com/
■講演会「坂 茂：Timber in Architecture」2/27
日　18:30　Japan Society（333 E 47th St.）
建築界のノーベル賞とうたわれるプリツカー賞
受賞者である国際的な建築家・坂氏の建築にお
ける木材の利用可能性、建築を通じた持続可能
な未来に向けた取り組みについて話しを聞く。
講演後レセプション。講演は英語。入場料：一
般 $15、JS 会員・学生・シニア $12。
詳細は www.JapanSociety.org

MUSIC
■ピンクラグーン 2023 年冬のライブ＝ 2/18　
19:00　Uke Hut ウクハット（36-01 36th Ave, 
Astoria）ウクレレ・デュオのピンクラグーン
がロングアイランドシティのウクレレ専門店で

ラブソングを中心とした曲を演奏する。入場料
$20
詳細は https://www.ukehut-nyc.com
■ TOKALA アンサンブル・コンサート＝ 2/18　
20:00　CRS（123 4th Ave 3F）日本と韓国の
民俗音楽、ポップミュージック、中東音楽を融
合させた楽曲をアンサンブルで演奏する。出演
は永井晶子（ピアノ、アコーディオン）、武石
聡（パーカッション）、Sita Chay (バイオリン )。 
入場料：$20（学生 $10）
詳細は https://crsny.org
■チャリティーイベント「NEW & JAPAN」＝
2/20　14:00　CarnegieHall（57th St ＆ 7th 
Ave）音楽やパフォーマンスなど、日本の文化
を通じて、日米文化交流、世界平和と文化の向
上への貢献を目指すチャリティーイベント。特
別ゲストは『ポケットモンスター』の主題歌や
ポケットモンスターのさとしの声で人気のアニ
ソン歌手、声優の松本梨香さん。初となるニュー
ヨークのステージで歌を披露する。その他、ピ
アノ演奏、殺陣のパフォーマンス、入場無料。
詳細は https://www.carnegiehall.org/
■ INTERWOVEN コ ン サ ー ト ＝ 3/11　14:00　
Resobox East Village（91 E 3rd St.）グラミー
賞受賞者の徳永慶子が設立した室内楽アンサン
ブル「INTERWOVEN」のコンサート。出演は
木村伶香能（三味線／声楽）、アンディ・リン

（二胡／ビオラ）、アレックス・フォーテス（バ
イオリン）、徳永慶子（バイオリン）、ナンチェン・
チェン（チェロ）。入場料は $30（学生 $15、
シニア $20）。チケットは eventbrite.com、ま
たは当日会場で現金にて購入できる。

ART
　

■板東綾子の個展「ハッピーファクトリー」＝
2/21 ま で　International Center of CCCS（80 
Maiden Lane, 14F）2014 年から続く「永遠の光」
シリーズの一環で、20 年に始めた和紙とアク
リル絵の具によるコラージュ小品、キャンバス
地に和紙をコラージュした絵画を展示。入場無
料。
詳細は https://artspheres.org/
■「エレガントないきもの〜日本美術に見る爬
虫類、昆虫、甲殻類」展＝　2/23 まで　日本
ギャラリー（145 W 57th St. 7F）昆虫、爬虫類、
甲殻類を題材にした江戸時代から昭和初期まで
の日本の美術品を集めた展示会。入場無料。
詳細は https://nippongallery.nipponclub.org
■神谷香扶里の個展「ロング・エクリプス」＝
3/2 〜 3/26　Amos Eno Gallery（56 Bogart St. 
Brooklyn）神谷の NY 初となる個展。作家自身
が近年経験した、母親になること、入場無料。
木〜日曜の正午から午後 6 時。詳細は https://
www.amoseno.org
■クリムト展覧会「Gold in Motion」＝終了日
未 定　Hall des Lumières（49 Chambers St.）
オーストリアの画家グスタフ・クリムトの有名
な絵画作品がオリジナルサウンドとともに、高
さ約 9 メートルの壁に投影される没入型デジ
タルアート展。入場料は一般 $30、65 歳以上
$28、5 〜 16 歳 $15。
詳 細 は https://www.halldeslumieres.com/
omcomorgor

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
23
日
︵
木
︶
か

ら
25
日
︵
土
︶
ま
で
の
３
日

間
、
午
後
７
時
30
分
か
ら
Ｊ
Ｓ

内
劇
場
︵
東
47
丁
目
３
３
３

番
地
︶
に
て
作
家
・
芥
川
龍

之
介
の
５
つ
の
代
表
作
を

ベ
ー
ス
に
創
ら
れ
た
人
形
劇

﹁A
K

U
T

A
G

A
W

A

﹂
を
上
演

す
る
。
同
作
品
は
、
日
本
の
短

編
小
説
の
父
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

傑
出
し
た
短
編
を
多
く
残
し
た

文
豪
・
芥
川
に
よ
る
５
つ
の
短

編
﹃
羅
生
門
﹄﹃
地
獄
変
﹄﹃
竜
﹄

﹃
杜
子
春
﹄﹃
河
童
﹄
を
紡
い
だ

も
の
。
各
ス
ト
ー
リ
ー
を
通
し

て
、
芥
川
の
作
家
と
し
て
の
洞

察
力
や
不
安
定
な
精
神
世
界
を

描
き
出
す
。

　

出
演
は
、
八
王
子
車
人
形
・

五
代
目
家
元
西
川
古
柳
と
ア
メ

リ
カ
人
パ
ペ
ッ
ト
・
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
ト
ム
・
リ
ー
。
ま

た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
長
年
活

躍
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
辻
幸

生
の
ラ
イ
ブ
サ
ウ
ン
ド
が
加
わ

り
、
躍
動
感
に
溢
れ
た
ス
テ
ー

ジ
を
披
露
す
る
。
23
日
︵
木
︶

の
終
演
後
に
は
観
客
全
員
招

待

の
﹁M

etLife M
eet-the-

A
rtists 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
﹂、

24
日
︵
金
︶
の
終
演
後
に
は
﹁
ア

フ
タ
ー
・
ト
ー
ク
／
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
Ｑ
＆
Ａ
﹂が
実
施
さ
れ
る
。

　

入
場
料
は
一
般
30
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
24
ド
ル
︵
13
歳
以
上

推
奨
︶。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/

を
参
照
。

芥
川
作
品
が
人
形
劇
に

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
上
演

　

﹁
和
文
化
を
世
界
へ
﹂
を
テ

ー
マ
に
、
東
京
を
拠
点
に
活
動

中
の
日
本
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

グ
ル
ー
プ
﹁
舞
流 M

A
IR

U

﹂

が
19
日
︵
日
︶
午
後
２
時
30
分

か
ら
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
サ

ン
セ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
あ
る
ジ

ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
︵934 3rd 

A
ve

︶
２
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
﹁T

he Loft

﹂
で
サ
ム
ラ

イ
＆
忍
者
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
う
。

　

舞
流
は
、
古
き
良
き
伝
統
芸

能
か
ら
現
代
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
に
至
る
ま
で
、
日
本
に
あ
る

た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
文
化

を
国
内
外
に
発
信
す
べ
く
結
成

さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
チ
ー

ム
。
殺
陣
や
ダ
ン
ス
を
和
楽
器

の
音
色
に
の
せ
て
、
か
つ
て
の

日
本
に
思
い
を
馳
せ
た
ス
ト
ー

リ
ー
で
和
の
魅
力
溢
れ
る
ス

テ
ー
ジ
を
届
け
る
。https://

m
airujapan.am

ebaow
nd.

com
/

サ
ム
ラ
イ
＆
忍
者
の
舞
流

19
日
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

https://america-keitai.com/
https://www.samuraimama.com/
https://www.ukehut-nyc.com
https://crsny.org
https://www.carnegiehall.org/
https://www.kidsnightonbroadway.com/
mailto:mnakano@saitollp.com
https://www.saitollp.com/
http://www.JapanSociety.org
https://artspheres.org/
https://nippongallery.nipponclub.org
https://www.amoseno.org
https://www.amoseno.org
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://www.halldeslumieres.com/omcomorgor
eventbrite.com
https://www.nycgo.com/off-broadway-week
https://japanfoodculture.org/promotional-events/JLS2023
https://mairujapan.amebaownd.com/
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令
和
５
年
１
月
13
日
、
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
D. 

C.
を
訪
問
中
の
岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
イ
デ
ン
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
と
、

日
米
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
の
皆

様
へ
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
在
住
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
両
国
の
友
好
関
係
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
米
首
脳
会
談

日米首脳会談 

　

冒
頭
、
岸
田
総
理
大
臣
か

ら
、
２
０
２
３
年
と
い
う
新
し

い
年
を
迎
え
、
総
理
大
臣
と
し

て
初
め
て
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン

D. 

C.
を
訪
問
し
、
親
し
い
友
人

で
あ
る
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
会

談
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う

旨
述
べ
た
の
に
対
し
、
バ
イ
デ

ン
大
統
領
か
ら
、
岸
田
総
理
大

臣
の
訪
米
を
歓
迎
す
る
、
両
首

脳
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、

そ
し
て
日
米
同
盟
は
か
つ
て
な

く
強
固
で
あ
る
旨
述
べ
ま
し

た
。

　

岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、
日
米

両
国
が
近
年
で
最
も
厳
し
く
複

雑
な
安
全
保
障
環
境
に
直
面
し

て
い
る
中
、
我
が
国
と
し
て
、

昨
年
12
月
に
発
表
し
た
新
た
な

国
家
安
全
保
障
戦
略
等
に
基
づ

き
、
反
撃
能
力
の
保
有
を
含
む

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
及
び
防

衛
予
算
の
相
当
な
増
額
を
行
っ

て
い
く
旨
述
べ
た
の
に
対
し
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
か
ら
、
改
め

て
全
面
的
な
支
持
を
得
ま
し

た
。
ま
た
、
岸
田
総
理
大
臣
か

ら
、
同
年
10
月
に
発
表
さ
れ
た

米
国
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
を

高
く
評
価
す
る
旨
述
べ
た
の
に

対
し
、バ
イ
デ
ン
大
統
領
か
ら
、

日
本
の
防
衛
に
対
す
る
揺
る
ぎ

な
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
改
め

て
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
両
首
脳
は
、
日
米
両
国
の

国
家
安
全
保
障
戦
略
が
軌
を
一

に
し
て
い
る
こ
と
を
歓
迎
す
る

と
と
も
に
、
日
米
両
国
の
戦
略

を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
相
乗

　より詳しい情報は、首相官邸ホームページ（http://www.kantei.go.jp/）、
外務省ホームページ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/）をご覧ください。

　また、日本政府の政策や日本の魅力について、英文の日本政府

公 式 ホ ー ム ペ ー ジ「JapanGov」（http://www.japan.go.jp） や、 英

文オンライン・マガジン「HIGHLIGHTING Japan」( 和文も掲載。

https://www.gov-online.go.jp/eng/publicity/book/hlj/index.html) も ご 参
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日米首脳会談

日米首脳会談

日
米
首
脳
会
談

効
果
を
生
み
出
す
よ
う
に
す
る

こ
と
を
含
め
、
日
米
同
盟
の
抑

止
力
・
対
処
力
を
一
層
強
化
し

て
い
く
と
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
両
首
脳
は
、
11
日
に

開
催
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障
協

議
委
員
会
︵﹁
2
＋
2
﹂︶
で
の

や
り
取
り
も
踏
ま
え
つ
つ
、
安

全
保
障
分
野
で
の
日
米
協
力
に

関
す
る
具
体
的
協
議
を
更
に
深

化
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
ま
し

た
。

　

両
首
脳
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
、
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
に

お
い
て
、
力
に
よ
る
一
方
的
な

現
状
変
更
の
試
み
を
許
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
観
点
も
踏
ま

え
つ
つ
、地
域
情
勢
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

︵
1
︶  

両
首
脳
は
、
中
国
を
め

ぐ
る
諸
課
題
へ
の
対
応
に

当
た
り
、
引
き
続
き
日

米
で
緊
密
に
連
携
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し

た
。
ま
た
、
両
首
脳
は
、

中
国
と
共
通
の
課
題
に
つ

い
て
は
協
力
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
確
認
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
両
首
脳

は
、
台
湾
海
峡
の
平
和
と

安
定
の
重
要
性
を
強
調
す

る
と
と
も
に
、
両
岸
問
題

の
平
和
的
解
決
を
促
し
ま

し
た
。

︵
2
︶  

両
首
脳
は
、
国
連
安
保

理
決
議
に
従
っ
た
北
朝
鮮

の
完
全
な
非
核
化
に
向

け
、
日
米
韓
の
安
全
保
障

協
力
を
含
む
地
域
の
抑
止

力
強
化
や
安
保
理
で
の
対

応
に
お
い
て
、
引
き
続
き

日
米
、
日
米
韓
で
緊
密
に

連
携
し
て
い
く
こ
と
で
一

致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
岸

田
総
理
大
臣
か
ら
、
拉
致

問
題
の
即
時
解
決
に
向
け

た
米
国
の
引
き
続
き
の
理

解
と
協
力
を
求
め
、
バ
イ

デ
ン
大
統
領
か
ら
、
改
め

て
全
面
的
な
支
持
を
得
ま

し
た
。

︵
3
︶  

両
首
脳
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
Ｇ
７

を
始
め
と
す
る
同
志
国
と

緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、

対
露
制
裁
及
び
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
を
強
力
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
両
首
脳
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
核
の
威
嚇

は
断
じ
て
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
ま
し
て
や
そ
の
使
用

は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
法

の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
を

守
り
抜
く
と
い
う
Ｇ
７
の
ビ
ジ

ョ
ン
や
決
意
を
示
し
て
い
く
、

ま
た
、
イ
ン
ド
太
平
洋
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
議
論
し
た
い
と

の
考
え
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本

の
総
理
大
臣
と
し
て
、
バ
イ
デ

ン
大
統
領
を
含
む
Ｇ
７
首
脳
と

共
に
、
核
兵
器
の
惨
禍
を
人
類

が
二
度
と
起
こ
さ
な
い
と
の
誓

い
を
広
島
か
ら
世
界
に
向
け
て

発
信
し
た
い
旨
述
べ
た
上
で
、

両
首
脳
は
、
厳
し
い
安
全
保
障

環
境
も
踏
ま
え
つ
つ
、﹁
核
兵

器
の
な
い
世
界
﹂
に
向
け
て
、

日
米
で
共
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
両
首
脳
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
安
全
保
障
を
含
む
世
界
経

済
、
経
済
安
全
保
障
、
そ
し
て

気
候
変
動
、
保
健
、
開
発
と
い

っ
た
地
球
規
模
の
課
題
等
の
分

野
で
Ｇ
７
が
結
束
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
で
一

致
し
ま
し
た
。
両
首
脳
は
、
Ｇ

７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
向

け
て
、
引
き
続
き
日
米
で
緊
密

に
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
改
め

て
確
認
し
ま
し
た
。

　

さ

ら

に
、

両

首

脳

は
、

２
０
２
２
年
は
、
日
米
経
済
政

策
協
議
委
員
会
︵
経
済
版
﹁
2

＋
2
﹂︶
や
イ
ン
ド
太
平
洋
経

済
枠
組
み
︵
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
︶
の
立

上
げ
・
進
展
が
見
ら
れ
、
日
米

経
済
関
係
が
戦
略
的
な
段
階
に

押
し
上
げ
ら
れ
た
一
年
で
あ
っ

た
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
両
首
脳
は
、

本
年
は
日
本
が
Ｇ
７
、
米
国
が

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
議
長
国
を
務
め
る

中
、
持
続
的
・
包
摂
的
な
経
済

成
長
の
実
現
及
び
ル
ー
ル
に
基

づ
く
自
由
で
公
正
な
国
際
経
済

秩
序
の
維
持
・
強
化
に
向
け
て
、

本
年
の
経
済
版
﹁
2
＋
2
﹂
も

活
用
し
な
が
ら
、
日
米
で
国
際

社
会
を
主
導
し
て
い
く
こ
と
で

一
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
岸
田

総
理
大
臣
か
ら
、
米
国
に
よ
る

環
境
配
慮
車
両
へ
の
優
遇
措
置

に
対
す
る
我
が
国
の
考
え
を
改

め
て
伝
達
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

両
首
脳
は
、
地
域
の
経
済
秩
序

に
対
す
る
米
国
の
関
与
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
と
の

認
識
を
共
有
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
の

交
渉
進
展
に
向
け
て
協
力
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
す
る
と
と
も

に
、
岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、
戦

略
的
観
点
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
つ
い
て
の
我
が
国
の
立
場
を

伝
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
首

脳
は
、
信
頼
性
の
あ
る
自
由
な

デ
ー
タ
流
通
︵
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
︶
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し

ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
経
済
的
威
圧
を

含
む
経
済
安
全
保
障
上
の
課
題

に
対
処
す
べ
く
、
同
志
国
で
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靱
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し

た
。
ま
た
、
両
首
脳
は
、
半
導

体
の
み
な
ら
ず
、
バ
イ
オ
、
量

子
及
び
Ａ
Ｉ
を
含
む
重
要
技
術

の
育
成
や
保
護
に
向
け
て
協
力

し
て
い
く
と
と
も
に
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
関
す
る
協
力

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
両
首
脳

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の

強
化
に
向
け
て
取
り
組
む
重
要

性
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
宇
宙
分
野
で
の

日
米
協
力
を
一
層
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
両
首
脳
は
、
法
の

支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ

た
国
際
秩
序
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が
か
つ
て
な
く
重
要
に
な

っ
て
い
る
と
の
認
識
を
共
有
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
岸
田
総

理
大
臣
か
ら
、﹁
自
由
で
開
か

れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
︵
Ｆ
Ｏ
Ｉ

Ｐ
︶﹂
実
現
に
向
け
た
取
組
を

強
化
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
旨

述
べ
た
の
に
対
し
、
バ
イ
デ
ン

大
統
領
か
ら
、
岸
田
総
理
大
臣

の
取
組
へ
の
支
持
を
得
る
と
と

も
に
、
米
国
の
地
域
に
対
す
る

揺
る
ぎ
な
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
改
め
て
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

両
首
脳
は
、
地
域
及
び
国
際
社

会
の
平
和
と
繁
栄
の
確
保
に
向

け
て
、
日
米
で
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
実
現

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
と
平
和
で
繁

栄
し
た
世
界
と
い
う
共
通
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
根
ざ
し
、
法
の
支
配

を
含
む
共
通
の
価
値
に
導
か
れ

た
、
前
例
の
な
い
日
米
協
力
を

改
め
て
確
認
し
、
日
米
共
同
声

明
を
発
出
し
ま
し
た
。

日
本
国
政
府

︵
写
真
提
供

・

内
閣
広
報
室
︶

mailto:g.kaigai@cao.go.jp
http://www.kantei.go.jp/
http://www.mofa.go.jp/mofaj/
http://www.japan.go.jp
https://www.gov-online.go.jp/eng/publicity/book/hlj/index.html



